
号

令和 6 年 10 月 1 日

殿

学　長　　河　村　保　彦

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○

（注）

〒７７０－８５０３　徳島県徳島市蔵本町２丁目５０番地の１

電話　（０８８）６３１－３１１１

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和 5 年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒７７０－８５０１　徳島県徳島市新蔵町２丁目２４番地

国立大学法人徳島大学

徳島大学病院

徳島大学病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

徳大病院総第82

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人徳島大学

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（単位：床）41 8 0 0 643 692

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

形成外科 病理診断科 リハビリテーション科 脳神経内科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

270 105.8 375.8 72 0

97 38.1 135.1 15 57

50 0 50 7 0

0 0 0 8 0

40 0.9 40.9 0 0

667 15.2 682.2 21 10

0 0 0 0 59

11 4.5 15.5 8 145

12 0.8 12.8 42 4

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 31 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

人

入院　454.0剤、　　外来　34.9剤

139

501

1,518

10

434

511

1,952

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　香美　祥二　　　） 任命年月日

リスクマネジメント委員会委員長

歯科等以外 歯科等 合計

合計

11

11

17

15

22

17

3

278

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 15

90

37

8

15

5

12

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

助産師

看護師 医療社会事業従事者



人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

11 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

72 ㎡ （主な設備）

259 ㎡ （主な設備）

357 ㎡ （主な設備）

161 ㎡ （主な設備）

257 ㎡ （主な設備）

982 ㎡ 室数 室 人

75 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

13,858

537

21,366

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

自動免疫染色装置、SL医用写真撮影装置

解剖台、スケール付ストレッチャー

マルチスライスCT、四肢用MRI、回診用X線装置

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 79.8 逆紹介率 64.9

16,512

28

1

収容定員

蔵書数

630

4,000

28495

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

63

自動分注装置、生化学分析装置

微生物薬剤感受性分析装置、抗酸菌培養装置、細菌検査装置

［共用室の場合］

講義室

図書室 鉄筋コンクリート

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

［専用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

［固定式の場合］

［移動式の場合］

病床数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
225.5

人工呼吸装置鉄筋コンクリート

23

17

320

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

利害
関係

委員の要件
該当状況

三宅　秀則
徳島市病院局・病院事
業管理者

医療に係る安全管理に
関する識見を有するた
め

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

柴谷　亮
柴谷法律事務所・弁護
士

法律に関する識見を有
するため

1

上田　伊佐子
徳島文理大学保健福祉
学部・教授

医療安全管理について
の知識を有し、医療等
の内容及び説明並びに
同意文書が一般的に理
解できる内容であるか
等、医療を受ける者の
立場から意見を述べる
ことができる者（学識経
験を有する者）

2

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

徳島大学、徳島大学病院のホームページにて公表

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

該当なし

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人

0人

0人

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

3

1

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法

アスピリン経口投与療法　家族性大腸腺腫症

反復経頭蓋磁気刺激療法　うつ病（急性期において当該療法が実施された患者に係るものであって、薬物
療法に抵抗性を有するものに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

該当なし

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 0

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 15 56 ベーチェット病 50
2 筋萎縮性側索硬化症 116 57 特発性拡張型心筋症 62
3 脊髄性筋萎縮症 1 58 肥大型心筋症 29
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 55 60 再生不良性貧血 19
6 パーキンソン病 300 61 自己免疫性溶血性貧血 8
7 大脳皮質基底核変性症 27 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 0
8 ハンチントン病 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 32
9 神経有棘赤血球症 1 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 11 65 原発性免疫不全症候群 6
11 重症筋無力症 159 66 IgＡ 腎症 60
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 55
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 106 68 黄色靱帯骨化症 57

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運
動ニューロパチー

62 69 後縦靱帯骨化症 136

15 封入体筋炎 8 70 広範脊柱管狭窄症 13
16 クロウ・深瀬症候群 5 71 特発性大腿骨頭壊死症 47
17 多系統萎縮症 51 72 下垂体性ADH分泌異常症 19
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 86 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1
19 ライソゾーム病 5 74 下垂体性PRL分泌亢進症 7
20 副腎白質ジストロフィー 1 75 クッシング病 9
21 ミトコンドリア病 5 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 61 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 24
23 プリオン病 8 78 下垂体前葉機能低下症 70
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
25 進行性多巣性白質脳症 2 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 6 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 3
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 49 83 アジソン病 0
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 96
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 105
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 20
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 13
34 神経線維腫症 30 89 リンパ脈管筋腫症 1
35 天疱瘡 21 90 網膜色素変性症 16
36 表皮水疱症 2 91 バッド・キアリ症候群 3
37 膿疱性乾癬（汎発型） 20 92 特発性門脈圧亢進症 2

38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 5 93 原発性胆汁性胆管炎
旧病名（原発性胆汁性肝硬変）

31

39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 5
40 高安動脈炎 13 95 自己免疫性肝炎 11
41 巨細胞性動脈炎 7 96 クローン病 109
42 結節性多発動脈炎 6 97 潰瘍性大腸炎 205
43 顕微鏡的多発血管炎 34 98 好酸球性消化管疾患 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 20 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 22 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 5 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 6 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 241 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 113 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 89 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0

52 混合性結合組織病 47 107 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

5

53 シェーグレン症候群 76 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 13 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
55 再発性多発軟骨炎 5 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 1 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 23
113 筋ジストロフィー 17 163 特発性後天性全身性無汗症 7
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 1
117 脊髄空洞症 1 167 マルファン症候群 1
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 0
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 2 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 1
122 脳表ヘモジデリン沈着症 1 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性
白質脳症

0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優
性脳動脈症

0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び
まん性白質脳症

0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0

127 前頭側頭葉変性症 7 177 ジュベール症候群関連疾患
旧病名（有馬症候群）

0

128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 1 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 1 181 クルーゾン症候群 1
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 1 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1 191 ウェルナー症候群 2
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 2
144 レノックス・ガストー症候群 2 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 1 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 1 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん
性脳症

0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 1 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 4 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 0 210 単心室症 4



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
211 左心低形成症候群 0 267 進行性骨化性線維異形成症 0
212 三尖弁閉鎖症 0 268 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 269 骨形成不全症 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 270 タナトフォリック骨異形成症 0
215 ファロー四徴症 6 271 軟骨無形成症 0
216 両大血管右室起始症 2 272 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
217 エプスタイン病 0 273 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

218 アルポート症候群 2 274
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病
変）

0

219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 275 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
220 急速進行性糸球体腎炎 10 276 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0
221 抗糸球体基底膜腎炎 1 277 先天性赤血球形成異常性貧血 0
222 一次性ネフローゼ症候群 79 278 後天性赤芽球癆 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2 279 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
224 紫斑病性腎炎 7 280 ファンコニ貧血 0
225 先天性腎性尿崩症 0 281 遺伝性鉄芽球性貧血 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 7 282 エプスタイン症候群 0
227 オスラー病 6 283 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 2
228 閉塞性細気管支炎 0 284 クロンカイト・カナダ症候群 3
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 285 非特異性多発性小腸潰瘍症 0

230 肺胞低換気症候群 1 286
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸
型）

0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 287 総排泄腔外反症 0
232 カーニー複合 0 288 総排泄腔遺残 0
233 ウォルフラム症候群 0 289 先天性横隔膜ヘルニア 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ
フィーを除く。）

0 290 乳幼児肝巨大血管腫 0

235 副甲状腺機能低下症 0 291 胆道閉鎖症 2
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 292 アラジール症候群 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 293 遺伝性膵炎 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 7 294 嚢胞性線維症 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 295 ＩｇＧ４関連疾患 12
240 フェニルケトン尿症 2 296 黄斑ジストロフィー 0
241 高チロシン血症1型 0 297 レーベル遺伝性視神経症 1
242 高チロシン血症2型 0 298 アッシャー症候群 0
243 高チロシン血症3型 1 299 若年発症型両側性感音難聴 0
244 メープルシロップ尿症 0 300 遅発性内リンパ水腫 1
245 プロピオン酸血症 1 301 好酸球性副鼻腔炎 52
246 メチルマロン酸血症 2 302 カナバン病 0
247 イソ吉草酸血症 0 303 進行性白質脳症 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 304 進行性ミオクローヌスてんかん 0
249 グルタル酸血症1型 1 305 先天異常症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 306 先天性三尖弁狭窄症 0
251 尿素サイクル異常症 0 307 先天性僧帽弁狭窄症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 308 先天性肺静脈狭窄症 0
253 先天性葉酸吸収不全 0 309 左肺動脈右肺動脈起始症 0

254 ポルフィリン症 0 310
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ
ＭＸ１Ｂ関連腎症

0

255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 311 カルニチン回路異常症 0
256 筋型糖原病 1 312 三頭酵素欠損症 0
257 肝型糖原病 0 313 シトリン欠損症  0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス
フェラーゼ欠損症

0 314 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ
ラーゼ欠損症

0 315
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー
ル（GPI）欠損症

0

260 シトステロール血症 0 316 非ケトーシス型高グリシン血症 0
261 タンジール病 0 317 β―ケトチオラーゼ欠損症   0
262 原発性高カイロミクロン血症 0 318 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
263 脳腱黄色腫症 0 319 メチルグルタコン酸尿症 0
264 無βリポタンパク血症 0 320 遺伝性自己炎症疾患 0
265 脂肪萎縮症 0 321 大理石骨病 3

266 家族性地中海熱 5 322
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

1



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
323 高ＩｇＤ症候群 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 6
324 中條・西村症候群 0 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0

325
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク
ネ症候群

0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0

326 慢性再発性多発性骨髄炎 0 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
327 強直性脊椎炎 6 335 ネフロン癆 1

328 前眼部形成異常 0 336
家族性低βリポタンパク血症１
（ホモ接合体）

0

329 無虹彩症 0 337 ホモシスチン尿症 2

330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症
旧病名（先天性気管狭窄症）

0 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 338
合計患者数（人） 3,574



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療医療安全対策加算2

　・歯科外来診療感染対策加算４

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料
　一般病棟（7対1入院基本料）、精神病棟（10対1入院基本料）
　告示注11入院栄養管理体制加算

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算1

　・医師事務作業補助体制加算2（30対1）

　・急性期看護補助体制加算50対1
　告示注2夜間100対1急性期看護補助体制加算
　告示注3夜間看護体制加算、告示注4看護補助体制充実加算

　・看護職員夜間12対1配置加算1

　・療養環境加算

　・病棟薬剤業務実施加算2

　・データ提出加算2

　・入退院支援加算1
　告示注7入院時支援加算、告示注8総合機能評価加算
　告示注4地域連携診療計画加算

　・小児緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算1

　・無菌治療室管理加算2

　・放射線治療病室管理加算
　（治療用放射性同位元素による場合）

　・患者サポート体制充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩等管理加算

　・術後疼痛管理チーム加算

　・病棟薬剤業務実施加算1

　・放射線治療病室管理加算
　（密封小線源による場合）

　・緩和ケア診療加算

　・認知症ケア加算2

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算

　・排尿自立支援加算

　・地域医療体制確保加算

　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・特定集中治療室管理料2
　告示注1算定上限日数に関する基準
　告示注4早期離床・リハビリテーション加算
　告示注5早期栄養介入管理加算

　・ハイケアユニット入院医療管理料1
　告示注3早期離床・リハビリテーション加算
　告示注4早期栄養介入管理加算

　・脳卒中ケアユニット入院医療管理料
　告示注4早期栄養介入管理加算

　・新生児特定集中治療室管理料2

　・総合周産期特定集中治療室管理料
　1 母体・胎児集中治療室管理料

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・一類感染症患者入院医療管理料

　・小児入院医療管理料2
　告示注2プレイルーム加算

　・短期滞在手術等基本料1

　・感染対策向上加算1
　告示注2指導強化加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・栄養サポートチーム加算
　告示注3歯科医師連携加算

　・医療安全対策加算1

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

　・心臓ペースメーカー指導管理料の注5に規定する遠隔モニタ
リング加算

　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・外来栄養食事指導料の注2に規定する基準 　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・外来栄養食事指導料の注3に規定する基準
　・頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（7本以上の電極
による場合）に限る。）

　・がん性疼痛緩和指導管理料
　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（便過活動膀胱）

　・がん患者指導管理料イ 　・角結膜悪性腫瘍切除手術

　・がん患者指導管理料ハ
　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

　・がん患者指導管理料ロ 　・角膜移植術（内皮移植加算）

　・がん患者指導管理料ニ
　・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水晶体再建術併
用眼内ドレーン挿入術）

　・移植後患者指導管理料(臓器移植後) 　・網膜再建術

　・外来緩和ケア管理料 　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

　・移植後患者指導管理料(造血幹細胞移植後) 　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

　・婦人科特定疾患治療管理料
　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込
術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

　・小児運動器疾患指導管理料 　・人工中耳植込術

　・腎代替療法指導管理料 　・耳管用補綴材挿入術

　・生殖補助医療管理料１ 　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

　・一般不妊治療管理料
　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻
内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うも
のに限る。）

　・下肢創傷処置管理料
　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視下喉頭悪性
腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・外来放射線照射診療料 　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

　・連携充実加算
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨
形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・がん治療連携計画策定料 　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・ニコチン依存症管理料
　・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ
甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小
体）腺腫過形成手術

　・療養・就労両立支援指導料の注3に規定する相談支援加算 　・内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・外来排尿自立指導料
　・乳癌センチネルリンパ節加算1及びセンチネルリンパ節生検
（併用）

　・ハイリスク妊産婦連携指導料１
　・乳癌センチネルリンパ節加算2及びセンチネルリンパ節生検
（単独）

　・ハイリスク妊産婦連携指導料２ 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

（様式第2）
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）
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施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・こころの連携指導料（Ⅱ）
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・薬剤管理指導料
　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・医療機器安全管理料１
　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・医療機器安全管理料２ 　・気管支バルブ留置術

　・医療機器安全管理料（歯科）
　・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は1肺葉を
超えるものに限る。)（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・歯科治療時医療管理料
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を
用いる場合）

　・在宅患者歯科治療時医療管理料
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は1肺葉を超えるも
ので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 　・肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿
管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

　・胸腔鏡下弁形成術

　・遺伝学的検査の注１に規定する施設基準 　・胸腔鏡下弁置換術

　・染色体検査の注2に規定する基準
　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・骨髄微小残存病変量測定 　・経皮的僧帽弁クリップ術

　・BRCA1／2遺伝子検査 　・不整脈手術　左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

　・がんゲノムプロファイリング検査 　・不整脈手術　左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）

　・先天性代謝異常症検査 　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9）抗体 　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特異
性同定検査）

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）
　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出(SARS-CoV-2核酸検出
を含まないもの）

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他
のもの）及び経静脈電極抜去術

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液）
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換
術（経静脈電極の場合）

　・検体検査管理加算（Ⅰ） 　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・国際標準検査管理加算 　・補助人工心臓

　・遺伝カウンセリング加算 　・経皮的下肢動脈形成術

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・歯科画像診断管理加算1

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術　・画像診断管理加算1

　・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）　・睡眠時歯科筋電図検査

　・生体腎移植術　・精密触覚機能検査

　・同種死体腎移植術　・有床義歯咀嚼機能検査2のロ及び咬合圧検査

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・有床義歯咀嚼機能検査2のイ

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）

　・有床義歯咀嚼機能検査1のロ及び咀嚼能力検査

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　・有床義歯咀嚼機能検査1のイ

　・腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）及び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視鏡
手術用支援機器を用いるもの）

　・口腔細菌定量検査

　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・経気管支凍結生検法

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術　・経頸静脈的肝生検

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・内服・点滴誘発試験

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術　・小児食物アレルギー負荷検査

　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術　・ロービジョン検査判断料

　・生体部分肝移植術　・全視野精密網膜電図

　・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　・補聴器適合検査

　・腹腔鏡下肝切除術　・神経学的検査

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・脳波検査判断料1

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）　・単線維筋電図

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術　・長期脳波ビデオ同時記録検査1

　・腹腔鏡下胃縮小術　・長期継続頭蓋内脳波検査

施　設　基　準　の　種　類施　設　基　準　の　種　類

　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視鏡
手術用支援機器を用いるもの））

　・人工膵臓検査、人工膵臓療法

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫瘍
手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・ヘッドアップティルト試験

　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡
手術用支援機器を用いるもの））

　・胎児心エコー法

高度の医療の提供の実績

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
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施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥＴ
イメージング剤を用いた場合を除く。）

　・精巣温存手術

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥＴ
イメージング剤を用いた場合に限る。）

　・精巣内精子採取術

　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・冠動脈ＣＴ撮影加算
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・心臓ＭＲＩ撮影加算 　・腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算
　・腹腔鏡下仙骨膣固定手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・外来化学療法加算1
　・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・無菌製剤処理料
　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ｉ） 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・胎児輸血術及び臍帯穿刺

　・がん患者リハビリテーション料 　・体外式膜型人工肺管理料

　・医療保護入院等診療料

　・歯科口腔リハビリテーション料２
　・医科点数表第2章第10 部手術の通則の16 に掲げる手術
胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含
む。）

　・経頭蓋磁気刺激療法
　・医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出
術）

　・通院・在宅精神療法の注８に規定する療養生活継続支援加
算

　・輸血管理料Ⅰ

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る。）

　・手術時歯根面レーザー応用加算

　・認知療法・認知行動療法1 　・輸血適正使用加算

　・精神科作業療法 　・同種クリオプレシピテート作製術

　・精神科ショート・ケア「小規模なもの」 　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・導入期加算3及び腎代替療法実績加算 　・外来放射線治療加算

　・精神科デイ・ケア「小規模なもの」 　・歯周組織再生誘導手術

　・硬膜外自家血注入 　・麻酔管理料(Ⅰ)

　・エタノールの局所注入（甲状腺） 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・多血小板血漿処置 　・レーザー機器加算

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） 　・歯根端切除手術の注3

　・エタノールの局所注入（副甲状腺） 　・歯科麻酔管理料

　・人工腎臓 　・放射線治療専任加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 　・高エネルギー放射線治療

　・下肢末梢動脈疾患指導管理加算 　・一回線量増加加算

　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿
病性腎症に対するLDLアフェレシス療法

　・強度変調放射線治療（IMRT）

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 　・画像誘導放射線治療（IGRT）

　・ストーマ合併症加算 　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・手術用顕微鏡加算 　・定位放射線治療

　・う蝕歯無痛的窩洞形成加算 　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加算 　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・光学印象
　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術
中迅速病理組織標本作製

　・CAD／CAM冠及びCAD／CAMインレー 　・デジタル病理画像による病理診断

　・歯科技工加算1及び2 　・病理診断管理加算2

　・センチネルリンパ節加算⇒皮膚悪性腫瘍切除術（センチネル
リンパ節加算を算定する場合に限る。）

　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・口腔病理診断管理加算2

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に掲
げる処理骨再建加算

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの） 　・歯科矯正診断料

　・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算 　・歯科外来・在宅ベースアップ評価料(Ⅰ)

　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 　・入院ベースアップ評価料(1～165）

　・後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの）
　・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とす
るものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

　・椎間板内酵素注入療法 　・看護職員処遇改善評価料(1～165）

　・腫瘍脊椎骨全摘術 　・外来・在宅ベースアップ評価料(Ⅰ)

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 25例

剖検率（％） 13.3%

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・該当なし 　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

20回

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額
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痛みセンターを中心とした慢性疼痛診療シス
テムの均てん化と診療データベースの活用
による医療向上を目指す研究

松香　芳三 かみあわせ補綴科 ¥400,000 厚生労働省

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関
する調査研究班 原田　雅史 放射線診断科 ¥200,000 厚生労働省

放射線療法の提供体制構築に資する研究 生島　仁史 放射線治療科 ¥300,000 厚生労働省

性差にもとづく更年期障害の解明と両立支
援開発の研究 安井　敏之 産科婦人科 ¥10,000,000 厚生労働省

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関
する調査研究 原田　雅史 放射線診断科 ¥800,000 厚生労働省

¥500,000 厚生労働省

標準的な生殖医療の知識啓発と情報提供の
ためのシステム構築に関する研究 苛原　稔 産科婦人科 こども家庭庁

厚生労働省

美容医療における医療安全を確保し、医療
安全に係る諸制度との連携を実装して安全
な美容医療のシステムを構築するための研
究

橋本　一郎 形成外科・美容外科 ¥100,000 厚生労働省

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

小児期発症の希少難治性肝胆膵疾患にお
ける医療水準並びに患者QOLの向上のた
めの調査研究

島田　光生 消化器・移植外科 ¥300,000 厚生労働省

小児から成人期発症遺伝性QT延長症候群
とその類縁疾患の突然死予防に関する研究 早渕　康信

厚生労働省

アミロイドーシスに関する調査研究 三木　浩和

小児科から成人の消化管過誤腫性腫瘍好
発症候群の医療水準とQOL向上のための
研究

岡本　耕一

行動科学を基盤とした科学的根拠に基づく
臓器・組織移植啓発モデルの構築に関する
研究

島田　光生 消化器・移植外科

痛みセンターを中心とした慢性疼痛診療シス
テムの均てん化と診療データベースの活用
による医療向上を目指す研究

松香　芳三

ナノマテリアル吸入曝露影響評価のための
効率的慢性試験法の開発に関する研究 石丸　直澄 病理部 ¥2,500,000

¥250,000

もやもや病（ウイリス動脈輪閉塞症）における
難病医療体制の整備や患者のQOL向上に
資する研究

髙木　康志 脳神経外科

ナノマテリアル吸入曝露影響評価のための
効率的慢性試験法の開発に関する研究 石丸　直澄

脳神経内科 ¥700,000 厚生労働省

ナノマテリアルを含む化学物質の短期吸入
曝露等による免疫毒性評価手法開発のため
の研究

石丸　直澄 病理部 ¥3,000,000 厚生労働省

ナノマテリアルを含む化学物質の短期吸入
曝露等による免疫毒性評価手法開発のため
の研究

石丸　直澄

和泉　唯信 脳神経内科 ¥550,000 厚生労働省

運動失調症の医療水準、患者QOLの向上
に資する研究班 和泉　唯信

¥12,500,000

びまん性肺疾患に関する調査研究

データマイニングと疾患モデルによる感染症
と大動脈疾患の包括的な連関解明

厚生労働省

日本学術
振興会

神経免疫疾患領域における難病の医療水
準と患者のQOL向上に資する研究 和泉　唯信 脳神経内科 ¥1,300,000 厚生労働省

神経変性疾患領域における難病の医療水
準の向上や患者のQOL向上に資する研究

消化器内科

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

¥500,000 厚生労働省

¥100,000

¥200,000

¥100,000

¥400,000

¥2,500,000

¥3,000,000

呼吸器・膠原病内科

薬剤部

¥300,000

¥5,460,000

オーダーメードな肝炎ウイルス感染防止・重
症化予防ストラテジーの確立に資する研究

西岡　安彦

石澤　啓介

消化器内科

血液内科

地域小児科診療部

かみあわせ補綴科

病理部

病理部

河野　豊

カーボネイトアパタイトの高い骨伝導能・骨再
生能を細胞の分子メカニズムから解明する 宮本　洋二 口腔外科 ¥3,640,000

日本学術
振興会

（様式第3）
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染色体不安定性に着目した大腸癌の抗癌
剤耐性機序の解析 高山　哲治 消化器内科 ¥5,980,000

日本学術
振興会

遺伝子改変マウスと未固定遺体を用いた動
脈硬化の新規の病態解明と治療法の開発 佐田　政隆 循環器内科 ¥4,160,000

日本学術
振興会

肺がん・中皮腫における新たな抗原提示細
胞の同定から革新的複合がん免疫療法への
展開

西岡　安彦 呼吸器・膠原病内科 ¥5,850,000
日本学術
振興会

オルガノイドを用いた脂肪由来幹細胞からの
超高機能肝細胞様細胞の確立 島田　光生 消化器・移植外科 ¥4,810,000

日本学術
振興会

口腔顔面痛に対するBH4代謝経路活性と新
規治療法の基盤形成 松香　芳三 かみあわせ補綴科 ¥4,290,000

日本学術
振興会

感覚機能と社会的繋がりに着目したフレイル
発症・進展モデルと口腔機能管理戦略の確
立

市川　哲雄 そしゃく科 ¥5,980,000
日本学術
振興会

サルコペニアの診断と発症予防法の開発を
目指した基盤・応用研究 阪上　浩 栄養部 ¥4,160,000

日本学術
振興会

免疫チューニング分子を基盤とした自己免
疫疾患の新たな病因論の確立と治療戦略 石丸　直澄 病理部 ¥14,560,000

日本学術
振興会

Exosomeエンジニアリングによる膵癌とその
微小環境の改変を標的とする治療法の開発 佐藤　康史 消化器内科 ¥6,500,000

日本学術
振興会

骨細胞保護によるがんの骨転移新規治療戦
略の開発 日浅　雅博 矯正歯科 ¥6,110,000

日本学術
振興会

糖尿病薬による大動脈解離発症予防効果の
検討 近藤　正輝 薬剤部 ¥470,000

日本学術
振興会

新規消化性潰瘍治療薬ボノプラザンが抗
VEGF薬の治療効果に与える影響 安藤　里英 薬剤部 ¥470,000

日本学術
振興会

SGLT2阻害剤によるシスプラチン誘発腎障
害抑制メカニズムの解明 神田　将哉 薬剤部 ¥470,000

日本学術
振興会

医療情報データベースを活用したCOVID-
19感染関連心筋炎のリスク因子探索 柴田　高洋 薬剤部 ¥480,000

日本学術
振興会

シンバスタチンによるパクリタキセル誘発末
梢神経障害予防効果のメカニズム解明 高橋　志門 薬剤部 ¥480,000

日本学術
振興会

医療ビッグデータを活用した細菌感染症治
療に影響を与える因子の解明 新田　綾香 薬剤部 ¥480,000

日本学術
振興会

ラモトリギンの副作用回避に向けた薬物相互
作用解析 坂東　寛 薬剤部 ¥480,000

日本学術
振興会

シスプラチン誘発腎障害の克服を目指した
新規予防薬の創出 吉岡　俊彦 薬剤部 ¥470,000

日本学術
振興会

医療ビッグデータを活用したサルコペニア治
療薬候補の探索 石田　俊介 薬剤部 ¥470,000

日本学術
振興会

医療ビッグデータを活用したがん免疫療法
関連心筋炎に対する治療薬の開発 西内　栞 薬剤部 ¥480,000

日本学術
振興会

リアルワールドデータを活用した薬剤性腎障
害に対する新規予防戦略の開発 合田　光寛 薬剤部 ¥1,430,000

日本学術
振興会

がん由来エクソソームによる筋細胞内代謝制
御の解明とがん悪液質の克服 布川　朋也 泌尿器科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

腫瘍内線維細胞における時計遺伝子の機
能解析と新規複合がん免疫療法開発への
応用

三橋　惇志 呼吸器・膠原病内科 ¥2,080,000
日本学術
振興会

パーキンソン病におけるα-シヌクレイン凝集
機序の解明と新規治療への応用 森野　豊之 ゲノム医療センター ¥2,210,000

日本学術
振興会

ジストニア新規遺伝子機能の解明 宮本　亮介 脳神経内科 ¥1,820,000
日本学術
振興会

レディオミクス画像解析に基づく新たな放射
線治療戦略構築に資する研究 生島　仁史 放射線治療科 ¥2,340,000

日本学術
振興会

フォンタン循環症例の肺血管病変における
血管外膜およびvasa vasorumの影響と治療
応用

早渕　康信 地域小児科診療部 ¥2,730,000
日本学術
振興会

IL-33経路に着目した慢性肺疾患治療開発
のための基盤研究 須賀　健一 地域小児科診療部 ¥1,560,000

日本学術
振興会

3歳児検尿における慢性腎臓病と先天性腎
尿路奇形の新規バイオマーカーの開発 漆原　真樹 小児科 ¥2,210,000

日本学術
振興会
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AIを用いた切除可能膵癌に対する化学療法
最適化を予測するためのmiRNAモデルの開
発

宮本　弘志 消化器内科 ¥2,600,000
日本学術
振興会

心不全判定AIモデルによる高リスク症例の
同定と最適治療法の探求 楠瀬　賢也 循環器内科 ¥2,210,000

日本学術
振興会

多元的フェロトーシス治療に基づく慢性腎臓
病治療戦略の開発 田蒔　昌憲 腎臓内科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

脂肪由来幹細胞ADSCから誘導した肝細胞
様細胞HLCの免疫原性獲得に関する研究 齋藤　裕 消化器・移植外科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

腫瘍微小環境におけるexosomal micro
RNA-Nrf2 addictionの機序解明と治療法の
確立

森根　裕二 消化器・移植外科 ¥1,560,000
日本学術
振興会

免疫チェックポイント阻害薬治療時おける
hyperprogressinのメカニズムの解明 吉川　幸造 消化器・移植外科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

iPS細胞から誘導した気管支肺胞幹細胞を
用いたがん幹細胞研究 河北　直也 呼吸器外科 ¥2,210,000

日本学術
振興会

脳血管障害に影響を及ぼす特定歯周病菌
の同定とその制御法の検討 兼松　康久 脳神経外科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

ふたつの異なるモデルによるジストニア発症
機序と治療ターゲットの解明 森垣　龍馬 脳神経外科 ¥2,210,000

日本学術
振興会

患者由来癌組織を用いたRCC Precision
Medicine Project 高橋　正幸 泌尿器科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

Mutant p53 - DDX31 axisから紐解くCancer
Immunology Research 大豆本　圭 泌尿器科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

高齢前庭障害患者の転倒を予防する抗重
力筋強化を融合した個別化平衡訓練法の開
発

佐藤　豪 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ¥2,600,000
日本学術
振興会

ストレッチ刺激を契機としたTRPV2陽性ケロ
イド由来線維芽細胞のシグナル伝達の解明 峯田　一秀 形成外科・美容外科 ¥2,860,000

日本学術
振興会

組織透明化技術で明視化した皮弁内血管
網構造の三次元的解析と皮弁灌流領域の
解明

安倍　吉郎 形成外科・美容外科 ¥2,600,000
日本学術
振興会

超小型THzチップを用いた高次メカノセンシ
ングコンポジットレジン修復法の創出 保坂　啓一 むし歯科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

ヒト脳機能に着目した新規口腔機能訓練法
の開発とその効果検証 後藤　崇晴 そしゃく科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

呼吸機能の％FEV1と％PEFから求める嚥下
機能の客観的評価法の確立と検査機器の
開発

松山　美和 歯科衛生室 ¥2,340,000
日本学術
振興会

マクロファージ局所制御機構を有する炭酸ア
パタイトの開発と骨再生機能低下の克服 福田　直志 口腔外科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

歯周病が惹起する全身炎症性疾患の機序
解明と酸化ストレス制御による予防法確立 高石　和美 歯科麻酔科 ¥2,730,000

日本学術
振興会

骨補填材兼GBR用スペーサー機能をもつ炭
酸アパタイト／魚コラーゲンシートの開発 工藤　景子 口腔外科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

小児OSAの歯科的治療は漏斗胸を改善する
か？－流体力学的研究－ 岩崎　智憲 小児歯科 ¥2,210,000

日本学術
振興会

間葉系幹細胞の骨芽細胞分化におけるメカ
ノセンサー、メカノトランスダクションの解明 赤澤　友基 小児歯科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

歯の発生を利用したin vivo分子機能アノ
テーション構築 泰江　章博 矯正歯科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

行動変容を導く保健関連因子の探索と国際
的視点での口腔保健アウトカムへの介入効
果

日野出　大輔 歯科衛生室 ¥1,300,000
日本学術
振興会

口腔内細菌叢・内臓脂肪解析による新しい
観点からのバレット食道進展メカニズムの解
明

曽我部　正弘 消化器内科 ¥3,120,000
日本学術
振興会

高いpH感受性を持つGd造影剤開発のため
の基本的検討 松元　友暉 放射線診断科 ¥2,990,000

日本学術
振興会

家族性大腸腺腫症の十二指腸腺腫に対す
るConnectivity Map解析に基づいた予防薬
の開発

中村　文香 消化器内科 ¥2,860,000
日本学術
振興会

DNase IIが血管の炎症と動脈硬化に与える
影響の検討 原　知也 循環器内科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

消化器癌における化学療法耐性機序解明
に関する研究 和田　佑馬 消化器・移植外科 ¥2,340,000

日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

食道癌に対するPD-1阻害薬とケモカイン治
療併用による抗腫瘍効果増強に関する研究 後藤　正和 食道・乳腺甲状腺外科 ¥2,080,000

日本学術
振興会

miRNAを用いた食道癌個別化治療の可能
性 井上　聖也 食道・乳腺甲状腺外科 ¥2,730,000

日本学術
振興会

未固定遺体を用いた股関節面および大腿骨
頭前後面における応力分布の動的評価 玉置　康晃 整形外科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

ELK1を標的とした骨破壊抑制を併せ持つ新
規抗腫瘍療法の開発 清水　宗 矯正歯科 ¥2,340,000

日本学術
振興会

インプラント周囲炎の病態形成におけるS100
蛋白とCandidalysinの影響に関する研究 西川　泰史 口腔インプラントセンター ¥1,690,000

日本学術
振興会

筋痛モデルラットによる咀嚼筋痛受容機構
解明ならびに治療法開発の基盤形成 生田目　大介 かみあわせ補綴科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

シェーグレン症候群におけるFam20Cおよび
オステオポンチンの役割の解明と治療への
応用

浪花　耕平 口腔内科 ¥2,730,000
日本学術
振興会

骨破壊性悪性腫瘍の転移病変形成におけ
るDPP4の役割の解明 谷本　幸多朗 矯正歯科 ¥2,210,000

日本学術
振興会

矯正用アライナーの計装化による矯正力と
歯の移動量の定量評価 佐藤　博子 矯正歯科 ¥2,080,000

日本学術
振興会

重症筋無力症の治療方向性を規定する因
子の探索 松井　尚子 脳神経内科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

高齢者糖尿病関連歯周炎患者のオーラルフ
レイルリスクバイオマーカーの探索 板東　美香 歯周病科 ¥390,000

日本学術
振興会

末梢血miRNA発現解析による金属アレル
ギー疾患の新規診断バイオマーカーの確立 細木　眞紀 かみあわせ補綴科 ¥390,000

日本学術
振興会

加齢性サルコペニアへの炎症性サイトカイン
の関与とTAK1阻害による治療法の開発 遠藤    逸朗 内分泌・代謝内科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

プロテインアレイを用いた肝細胞癌に対する
レンバチニブの新たなバイオマーカーの解
明

友成    哲 消化器内科 ¥1,040,000
日本学術
振興会

線維細胞におけるインテグリンを標的とした
肺線維症に対する新規抗線維化療法の開
発

内藤    伸仁 呼吸器・膠原病内科 ¥1,300,000
日本学術
振興会

細胞外基質による線維細胞のmiR-21発現
制御に着目した肺線維症の新規治療法開
発

佐藤    正大 呼吸器・膠原病内科 ¥1,170,000
日本学術
振興会

肥満手術後腸内細菌叢を用いた新たな肥満
治療開発に関する研究 柏原    秀也 消化器・移植外科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

鎖肛術後の排便機能障害に対する脂肪由
来Schwann様細胞を用いた治療法の開発 石橋    広樹 小児外科・小児内視鏡外科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

肝星細胞制御による薬剤耐性肝癌の肝内転
移抑制機構の解明 居村    暁 消化器・移植外科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

腫瘍微小環境における肥満細胞・癌関連線
維芽細胞をターゲットとした治療法の開発 西    正暁 消化器・移植外科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

膵・胆管合流異常におけるNrf2 addictionを
介した間質反応の解明 森    大樹 小児外科・小児内視鏡外科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

間葉系幹細胞による気管支の修復メカニズ
ムの解明　iPS細胞による気管支断端瘻予防 坂本    晋一 呼吸器外科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

自家蛍光顕微鏡画像を用いた肺腺癌浸潤
AI予測モデル構築と術中診断への応用 滝沢    宏光 呼吸器外科 ¥520,000

日本学術
振興会

抜管時の陽圧換気が呼吸機能に与える影
響：経肺圧と電気インピーダンス法による評
価

大藤    純 救急集中治療科 ¥1,170,000
日本学術
振興会

女性においてアンドロゲンが栄養代謝機能
に及ぼす影響とその機序に関する検討 岩佐    武 産科婦人科 ¥910,000

日本学術
振興会

スクレロスチンを新規標的マーカーとした糖
尿病関連歯周炎の非侵襲的診断法の開発 稲垣    裕司 歯周病科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

糖尿病関連歯周炎の歯周治療による糖尿病
改善効果を指背毛細血管を用いて可視化
する

美原    智恵 総合歯科診療部 ¥650,000
日本学術
振興会

糖尿病関連歯周炎における歯周組織細胞
由来エクソソームの総合的研究 生田    貴久 高次歯科診療部 ¥1,170,000

日本学術
振興会

歯周医学における歯周病原細菌由来ベシク
ルの役割解明と歯周病重症化予防剤の開
発

湯本    浩通 歯周病科 ¥1,040,000
日本学術
振興会
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睡眠時低血糖とブラキシズムの関係 大倉    一夫 かみあわせ補綴科 ¥780,000
日本学術
振興会

セマフォリンを用いた歯科金属アレルギーの
病態制御 渡邉    恵 そしゃく科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

microRNAを用いた金属アレルギーによる口
腔扁平苔癬の新規診断マーカーの確立 田島    登誉子 かみあわせ補綴科 ¥390,000

日本学術
振興会

感染制御と骨再生を同時に可能とするハイ
ブリッド型骨補填材による顎骨骨髄炎治療戦
略

高丸    菜都美 口腔外科 ¥1,560,000
日本学術
振興会

Lubricinによる変形性顎関節症に対する新
規治療法の開発 栗尾    奈愛 口腔外科 ¥780,000

日本学術
振興会

口内法デジタルX線撮影検出器を応用した
原子力利用における漏洩放射能検出システ
ム

吉田    みどり 歯科放射線科 ¥520,000
日本学術
振興会

機能的スクリーニングから独自に選出した新
規microRNAによる口腔癌治療の開発 上杉    篤史 口腔外科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

超遠心法による分画抽出血清のプロテオー
ム解析を利用した新規硬組織形成誘導法の
開発

上田    公子 小児歯科 ¥1,040,000
日本学術
振興会

特発性下顎頭吸収における骨・軟骨破壊機
構とMCP-1の関連性の解明 岩浅    亮彦 矯正歯科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

高齢者の肺炎および口臭予防を目的とした
新規口腔環境改善手法の確立 福井    誠 歯科衛生室 ¥780,000

日本学術
振興会

ウィズコロナ時代の遠隔解析による歯科的身
元確認法の開発 高野    栄之 口腔管理センター ¥390,000

日本学術
振興会

診療参加型臨床実習に必要とされる汎用的
能力の研究 赤池    雅史 循環器内科 ¥650,000

日本学術
振興会

脂肪酸による骨格筋脂肪化抑制を標的とし
た心不全サルコペニアに対する栄養療法の
開発

八木    秀介 循環器内科 ¥1,040,000
日本学術
振興会

1日70球の投球数制限で小学生の野球肘を
予防できるのか？骨軟骨障害に着眼して 松浦    哲也 リハビリテーション部 ¥780,000

日本学術
振興会

IoTとスマートスピーカーを活用した個別化糖
尿病自己管理支援プログラムの実証研究 松久    宗英 内分泌・代謝内科 ¥780,000

日本学術
振興会

Withコロナに対応した高度オンライン臨床実
習システムの構築と効果の検証 伊勢    孝之 循環器内科 ¥650,000

日本学術
振興会

Deep learningを用いた胸部Ｘ線画像におけ
る肺高血圧病態分類の取り組み 渡部    有紀奈 検査部 ¥780,000

日本学術
振興会

腫瘍内免疫療法を用いた新規複合がん免
疫療法の効果規定因子を同定する試み 荻野　広和 呼吸器・膠原病内科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

フィトケミカル含有食品エゾウコギによる、新
しいNAFLD/NASH治療法の開発 河野　豊 消化器内科 ¥2,210,000

日本学術
振興会

軟部腫瘍のアミノ酸代謝解析とアミドプロトン
解析に着目したマルチ分子イメージング 新家　崇義 放射線診断科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

放射線治療後の心筋障害に対する早期の
定量的評価法の確立と心不全の予知 音見　暢一 放射線診断科 ¥130,000

日本学術
振興会

鋸歯状ポリポーシス症候群の左側及び右側
大腸癌の分子生物学的差異の解析 岡本　耕一 消化器内科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

非アルコール性脂肪肝炎における新規病態
制御因子の臨床的意義と分子機構の解明 粟飯原　賢一 内分泌・代謝内科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

腎NMN輸送体を介した遠位・近位尿細管連
関の解明 長谷川　一宏 腎臓内科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

RNA編集酵素ADARが司る骨髄腫の進展様
式と免疫逃避機構の解明 原田　武志 血液内科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

脂肪幹細胞由来Schwann様細胞の骨盤内臓
神経再生促進効果に関する研究 徳永　卓哉 消化器・移植外科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

自己脂肪由来インスリン産生細胞自家移植
における抗原性発現と細胞運命の研究 池本　哲也 消化器・移植外科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

NASHにおける肝転移抑制の機序解明に関
する研究 山田　眞一郎 消化器・移植外科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

Nrf2を介したTAM-cancerクロストークによる
肝癌薬剤耐性機序の解明 高須　千絵 消化器・移植外科 ¥1,040,000

日本学術
振興会
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人工知能を用いた食道癌の気管・気管支浸
潤の診断ー診断基準の確立ー 藤原　聡史 食道・乳腺甲状腺外科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

iPS細胞から誘導した気管支肺胞幹細胞～
その性格とオルガノイドを用いた肺再生研究 鳥羽　博明 呼吸器外科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

吸入麻酔薬のSirtを介した心筋保護作用に
対して高血糖状態が与える影響 角田　奈美 麻酔科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

脳動静脈奇形における血管内皮のKRAS変
異とPAD4活性化の関係 高木　康志 脳神経外科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

糖尿病網膜症の病因におけるCdk5/ERK回
路の役割 三田村　佳典 眼科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

老齢性テストステロン低下とＡＧＥ上昇に着
目した糖尿病関連歯周炎の治療戦略 成石　浩司 歯周病科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

乳酸菌由来細胞外小胞を用いた歯周病治
療戦略ーM1/M2マクロファージに着目し
てー

細川　育子 むし歯科 ¥650,000
日本学術
振興会

ポリフェノール内包キトサンナノカプセルを用
いた口腔バイオフィルム抑制技術の開発 尾崎　和美 むし歯科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

ワサビ含有成分を歯周炎治療に用いるため
の基礎的研究～抗炎症作用に着目して～ 細川　義隆 むし歯科 ¥780,000

日本学術
振興会

歯科用レジンセメントの通電剥離は万能か－
導電性の向上と維持－ 武川　恵美 高次歯科診療部 ¥1,040,000

日本学術
振興会

口腔顔面痛モデル動物の精油の嗅覚刺激
による痛み刺激の軽減と脳神経メカニズムの
解明

井上　美穂 かみあわせ補綴科 ¥1,040,000
日本学術
振興会

口腔・認知機能Web評価システムの地域展
開による健口・健康長寿実現戦略 瀬山　真莉子 歯科衛生室 ¥910,000

日本学術
振興会

歯科再生医療の実現に向けた再生器官サイ
ズ・形態形成の分子メカニズムの解明と応用 大島　正充 かみあわせ補綴科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

唾液腺幹/前駆細胞の維持・再生に関わる
遺伝子の同定と新たな口腔乾燥症治療への
応用

山村　佳子 口腔外科 ¥1,170,000
日本学術
振興会

免疫細胞フェノタイプによるシェーグレン症
候群の個別化医療の構築 青田　桂子 口腔内科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

口腔顔面痛の治療成績を向上する試み－
照明の照度・色調は治療成績に影響するの
か？－

桃田　幸弘 口腔内科 ¥780,000
日本学術
振興会

小児鼻腔通気障害に対する歯科的治療法
の開拓と治療効果の検討 北村　尚正 小児歯科 ¥780,000

日本学術
振興会

オゾン水の歯科医療環境感染予防対策実
用化に向けた研究 渡辺　朱理 歯科衛生室 ¥1,170,000

日本学術
振興会

ゲーム障害児・者の脳血流動態に関する研
究－NIRSによる脳機能評価ー 森　健治 小児科 ¥910,000

日本学術
振興会

OSA患者のいびきの周波数解析から発生メ
カニズム解明と新たな口腔内装置開発の試
み

安陪　晋 総合歯科診療部 ¥1,040,000
日本学術
振興会

腹水濾過濃縮再静注法の発熱機序の解明
と発熱予防法の確立 岡久　稔也 消化器内科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

脳動脈瘤破裂におけるエフェロサイトーシス
の役割解明 宮本　健志 脳神経外科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

カプサイシン軟膏を用いた嚥下性肺炎の予
防法の開発：メカニズムの解明と臨床への応
用

近藤　英司 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ¥390,000
日本学術
振興会

3D培養腎細胞を用いた腎臓病早期診断法
の開発と新規治療薬探索 越智    ありさ 腎臓内科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

血管内皮細胞障害に着目した新生児急性
呼吸窮迫症候群の病態解明と治療法の開
発

鈴江    真史 小児科 ¥910,000
日本学術
振興会

全ゲノムシーケンス法による小腸腺癌遺伝子
の網羅的解析と治療薬開発の基盤研究 藤本    将太 消化器内科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

核酸受容体が血管の炎症と動脈硬化に与え
る影響の検討 数藤    久美子 循環器内科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

医原性横隔膜損傷の関連因子の解明と予
防法の開発 板垣    大雅 ER・災害医療診療部 ¥650,000

日本学術
振興会

子宮腺筋症の新しいモデルマウスの開発と
新しい治療戦略の検討 河北    貴子 産科婦人科 ¥1,040,000

日本学術
振興会
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日本医療研究
開発機構

循環器内科
動脈硬化における血管部の微小炎症の検
出法と制御法の開発 ¥7,800,000佐田　政隆

歯周病細菌由来外膜小胞の歯周病におけ
る役割および病態解明 植村　勇太 歯周病科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

脂肪組織の制御に立脚した、骨病変を伴う
がんに対する新規治療法の開発。 比嘉　佳基 矯正歯科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

口腔扁平上皮癌および重複癌における潜在
的口腔ポリオーマウイルスの関わり 北村　直也 総合歯科診療部 ¥895,992

日本学術
振興会

新規イメージング技術による歯科診断の革
命 米倉　和秀 むし歯科 ¥910,000

日本学術
振興会

口腔顔面痛モデルにおけるグリア細胞機能
抑制による鎮痛メカニズムの解明 岩浅    匠真 かみあわせ補綴科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

滑走運動経路と咀嚼運動経路の差に基づく
CAD/CAM冠咬合面形態の臨床的検討 大川    敏永 総合歯科診療部 ¥260,000

日本学術
振興会

AI技術と口腔内スキャナを利用した顎堤形
状推定法の開発 松田    岳 そしゃく科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

MDB活用による抗がん剤誘発性末梢神経障
害予防薬の確立 相澤　風花 薬剤部 ¥2,080,000

日本学術
振興会

大規模医療情報を用いた薬剤性心筋炎治
療薬の探索および有効性の検証 新村　貴博 総合臨床研究センター ¥2,210,000

日本学術
振興会

慢性骨髄性白血病再発防止を目指した新規
治療法の開発 八木　健太 総合臨床研究センター ¥2,340,000

日本学術
振興会

CT撮影における各臓器の医療被曝量の測
定と被曝量低減効果の検討 山下　一太 整形外科 ¥910,000

日本学術
振興会

肝細胞癌に対する新規分子標的薬併用化
学放射線療法の相乗効果とその機序 田中　宏典 消化器内科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

左側及び右側大腸癌の分子生物学的差異
の解析 ー個別化及び層別化治療に向け
てー

影本　開三 消化器内科 ¥2,340,000
日本学術
振興会

AIを用いた膵癌の化学療法の治療効果を予
測するmiRNAモデルの開発 岡田　泰行 消化器内科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

多種肺線維症マウスモデル間のシングルセ
ル解析データ比較による炎症細胞機能の解
析

小山　壱也 呼吸器・膠原病内科 ¥1,820,000
日本学術
振興会

光受容体Opsin3を介した青色LED光による
消化器癌薬剤耐性解除に関する研究 良元　俊昭 消化器・移植外科 ¥2,340,000

日本学術
振興会

脳内微量出血模倣モデルにおける認知症
関連蛋白発現機序の解明と制御 原　慶次郎 脳神経外科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

歯周病病態におけるリポカリン２の機能と作
用機序の解明 木戸　理恵 歯周病科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

VEGF産生と抗炎症効果を期待した根尖性
歯周炎治療に対するCAPEの発展的研究 蔵本　瞳 むし歯科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

ポリウレタン・スポンジを気孔形成材とした炭
酸アパタイト多孔体の開発と骨再生医療 秋田　和也 口腔外科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

口腔機能不全症の３Dモデル構築とその治
療法に関する検討 河原林　啓太 小児歯科 ¥910,000

日本学術
振興会

軟部肉腫薬物療法患者におけるePROモニ
タリングシステムの開発 土岐　俊一 整形外科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

分泌されたEYSが網膜色素上皮細胞の貪食
能にあたえる影響の解析 梶田　敬介 眼科 ¥2,902,119

日本学術
振興会

ドパミントランスポーターイメージングの病理
学的基盤の解明 松原　知康 脳神経内科 ¥1,025,493

日本学術
振興会

免疫難病における自己抗体産生機構の解
明と多角的臨床応用 石丸　直澄 病理部 ¥3,250,000

日本学術
振興会

シスプラチン誘発腎障害の原因にアプロー
チする新たな予防戦略の開発 神田　将哉 薬剤部 ¥1,430,000

日本学術
振興会

唾液腺間葉系細胞が口腔乾燥症にもたらす
影響の探索 福場　真美 口腔内科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

新規癌骨病変形成因子NEO1の分子機序の
解明とバイオマーカーとしての診断法の開発 中上　絵美子 矯正歯科 ¥1,430,000

日本学術
振興会
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四国における未診断疾患への包括的取り組
み 和泉　唯信 脳神経内科 ¥10,400,000

日本医療研究
開発機構

慢性めまいの層別化治療と治療装置開発に
関する研究 佐藤　豪 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ¥325,000

日本医療研究
開発機構

生殖補助医療における出生児の長期予後と
新規医療技術の影響に関する研究 苛原　稔 産科婦人科 ¥11,637,999

日本医療研究
開発機構

医療ビッグデータ解析、臨床薬理学と細菌
学の融合による薬剤耐性細菌感染症に対す
る新規治療法開発プラットフォームの構築

石澤　啓介 薬剤部 ¥9,620,000
日本医療研究

開発機構

スーパーエンハンサー制御遺伝子群を標的
にする新規治療薬の開発 原田　武志 血液内科 ¥2,500,000

日本医療研究
開発機構

3次元回転浮遊培養分化誘導法による新規
肝細胞様細胞の研究開発 島田　光生 消化器・移植外科 ¥3,000,000

日本医療研究
開発機構

認知症疾患・パーキンソン病関連疾患の“脳
構造ネットワーク”による診断法の開発 藤田　浩司 脳神経内科 ¥3,000,000

日本医療研究
開発機構

遺伝子治療時代のALS治験即応型レジストリ
整備とサロゲートマーカーの探索 和泉　唯信 脳神経内科 ¥1,040,000

日本医療研究
開発機構

自殺ポリジェニックリスクスコアを用いた精神
疾患患者の自殺リスク予測に関する研究開
発

沼田　周助 精神科神経科 ¥390,000
日本医療研究

開発機構

高齢者難治性骨髄疾患を担う神経ネットワー
クの探索と機能解析に基づく臨床応用のた
めの技術基盤の創出

原田　武志 血液内科 ¥9,750,000
日本医療研究

開発機構

プリオン病国際医師主導治験獲得のための
プリオン病早期診断基準の作成と非侵襲性
診断法の開発

藤田　浩司 脳神経内科 ¥650,000
日本医療研究

開発機構

病的バリアントを有する遺伝性認知症を対象
としたコホート構築による病態解明、バイオ
マーカー開発、治験促進

和泉　唯信 脳神経内科 ¥1,950,000
日本医療研究

開発機構

A-253 胸部腫瘍および肺線維症制御に向
けたfibrocyte特異抗体の開発 西岡　安彦 呼吸器・膠原病内科 ¥2,354,999

日本医療研究
開発機構

家族性大腸腺腫症の重症化リスク低減手法
の実用化を目指した臨床介入検証 髙山　哲治 消化器内科 ¥1,499,999

日本医療研究
開発機構

女性ホルモンの影響による疾病の予防・治
療に資するライフコース研究 安井　敏之 産科婦人科 ¥390,000

日本医療研究
開発機構

肝癌における治療抵抗性メカニズムに関す
る研究 島田　光生 消化器・移植外科 ¥910,000

日本医療研究
開発機構

周産期・小児領域における高品質臨床研究
推進のための臨床研究コンソーシアム 岩佐　武 産科婦人科 ¥860,000

日本医療研究
開発機構

レジストリ連携による神経変性疾患iPS細胞コ
ホートの構築と整備 和泉　唯信 脳神経内科 ¥5,200,000

日本医療研究
開発機構

トライアルレディコホート構築に向けた近位
筋優位遺伝性運動感覚ニューロパチー
(HMSN-P)のレジストリ研究

和泉　唯信 脳神経内科 ¥2,600,000
日本医療研究

開発機構

SOD1変異ALSに対する遺伝子編集治療法
の開発 和泉　唯信 脳神経内科 ¥2,600,000

日本医療研究
開発機構

精神科領域のガイドラインの社会実装化に
関する検証研究 沼田　周助 精神科神経科 ¥390,000

日本医療研究
開発機構

精神疾患レジストリの利活用による治療効
果、転帰予測、新たな層別化に関する研究 沼田　周助 精神科神経科 ¥1,300,000

日本医療研究
開発機構

もやもや病の出血性脳卒中予防と長期予後
改善を目指す多施設共同研究 髙木　康志 脳神経外科 ¥260,000

日本医療研究
開発機構

AI技術を活用した統合失調症の早期診断医
療機器プログラムの開発 沼田　周助 精神科神経科 ¥2,600,000

日本医療研究
開発機構

難治性がんを標的とした先端的がん特異的
抗体創製基盤技術開発とその医療応用 西岡　安彦 呼吸器・膠原病内科 ¥5,980,000

日本医療研究
開発機構

表情から認知症を判別するアプリの開発研
究 和泉　唯信 脳神経内科 ¥3,900,000

日本医療研究
開発機構

自己脂肪組織より精製した脂肪由来幹細胞
から製造したinsulin producing cell自家移植
による次世代の1 型糖尿病治療法確立に対
する医師主導治験

池本　哲也 安全管理部 ¥84,500,000
日本医療研究

開発機構

患者レジストリを活用した筋萎縮性側索硬化
症治療薬開発のための第２相医師主導治験 和泉　唯信 脳神経内科 ¥650,000

日本医療研究
開発機構

２型糖尿病の発症予防を目指すヘルスケア
サービスの適正評価確立のための研究 松久　宗英 糖尿病対策センター ¥1,300,000

日本医療研究
開発機構
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CBCT画像からの正確かつ迅速な顎骨の
オートセグメンテーション手法の開発 渡邉　佳一郎 矯正歯科 ¥659,076
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Advancing Minimal
Intervention Dentistry:
Emphasizing Digital
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J Oral Health Biosci, Vol.36,
No.1, 1-7, Sep. 2023

Hideki Suito,
Keiko Fujimoto,
Takaharu Goto
他

そしゃく科

Effective use of an
extraoral vacuum in
preventing the dispersal of
particulate matter from
metal dental materials.

Journal of Occupational
Health.2023Jan-Dec;65:e12412
（オンライン）

Yoshitaka
Hosokawa, Ikuko
Hosokawa,
Masahiro
Shimoyama 他

むし歯科

The effects of berteroin on
inflammatory mediators
and antioxidant enzymes
expression in human
periodontal ligament cells

Naunyn-Schmiedeberg's
Archives of Pharmacology, 2024
Apr;397(4):2233-2240. Epub
2023 Oct 7.

Risa Okamoto,
Yoshitaka
Hosokawa, Ikuko
Hosokawa 他

むし歯科

Cardamonin decreases
inflammatory mediator
expression in IL-1beta-
stimulated human
periodontal ligament cells

Molecular Biology Reports,
Vol.51, No.1, 2024

Keiichi Hosaka,
Antonin Tichy,
Monica Yamauti
他

むし歯科

Digitally Guided Direct
Composite Injection
Technique with a Bi-layer
Clear Mini-Index for the
Management of Extensive
Occlusal Caries in a
Pediatric Patient:A Case
Report

The Journal of Adhesive
Dentistry, Vol.25, No.1, 211-
218, 2023 Aug

Masahiro
Shimoyama,
Yoshitaka
Hosokawa, Ikuko
Hosokawa 他

むし歯科

Effects of erucin on
inflammatory mediators
and antioxidant enzymes'
expression in TNF-alpha-
stimulated human oral
epithelial cells

Immunopharmacology and
Immunotoxicology, Vol.46, No.1,
49-54, 2024 Feb

Manabu Ishihara,
Yasuhisa
Kanematsu,
Nobuaki
Yamamoto 他

脳神経外科

Prognostic factors for
acute large vessel
occlusion with NIHSS 5 or
lower.

J Med Invest. 2023;70(1.2):22-
27.

K Watanabe, A
Tichy, K Kamoi
他

矯正歯科

Restoration of a Microdont
Using the Resin Composite
Injection Technique With a
Fully Digital Workflow: A
Flexible 3D-printed Index
With a Stabilization Holder

Oper Dent. 2023 Sep
1;48(5):483-489.
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Eiji Tanaka 矯正歯科

Etiology and Diagnosis for
Idiopathic Condylar
Resorption in Growing
Adolescents

Journal of Clinical Medicine 2023
Oct; 12:6607.

Eiji Tanaka,
Hiroshi Yamada,
Masaaki
Higashino 他

矯正歯科

Influence of Orthodontic
Treatment on Changes in
the Maxillary Sinus
Dimensions

Cureus 2024 Feb; 16(2): e53363.

Ryoko
Shioyasono,Atsu
shi
Shioyasono,Aya
mi Ito 他

矯正歯科

A patient with unilateral
posterior crossbite treated
with modified unilateral
surgically-assisted rapid
maxillary expansion.

American Journal of
Orthodontics and Dentofacial
Orthopedics – Clinical
Companion 2023 April;3(2):149-
62.

Kazuaki
Miyagawa,
Hirofumi
Tenshin, Patrick
L Mulcrone 他

矯正歯科

Osteoclast-derived IGF1
induces RANKL
production in osteocytes
and contributes to pagetic
lesion formation.

JCI Insight 2023 July;
8(14):e159838.

Swarnalakshmi
Raman, Yumiko
Yamamoto,
Yoshitaka Suzuki
他

かみあわせ補綴科
Mechanism and clinical use
of botulinum neurotoxin in
head and facial region.

Journal of Prosthodontic
Research.2023 Oct
13;67(4):493-505.

Yoshitaka
SUZUKI, Kazuo
OKURA, Toyoko
TAJIMA 他

かみあわせ補綴科
Essence of diagnosis and
management of sleep
bruxism

Journal of Oral Health and
Biosciences 36: 22-29, 2024.3
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Yoshi Putra
Wigianto,Megumi
Watanabe,Yuki
Iwawaki 他

そしゃく科

Antimicrobial Efficacy of a
Portable UV-C-Based
Coating Activation Device
against Candida albicans
Biofilm and SARS-CoV-2
as an Additional Feature:
An In Vitro Study

Hygiene.2024 Feb;4:93-102

Susumu Abe,
Yoshizo
Matsuka, Ayu
Murakami 他

総合歯科診療部

Job shadowing for early
undergraduate dental
students: Validation of
educational effectiveness
using structural equation
modeling

European Journal of Dental
Education  2023 Nov;27(4):898-
907.

Adityakrisna
Yoshi Putra
Wigianto, Yuichi
Ishida, Yuki
Iwawaki 他

そしゃく科

2-methacryloyloxyethyl
phosphorylcholine polymer
treatment prevents
Candida albicans biofilm
formation on acrylic resin.

Journal of Prosthodontic
Research.2023Jul;67:384-391

Takaharu Goto,
Takahiro
Kishimoto, Shinji
Fujiwara 他

そしゃく科

Social frailty as a predictor
of all-cause mortality and
functional disability: a
systematic review and
meta-analysis

Scientific Reports.2024
Feb;14:3410
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Takahiro
Niimura, Yoshito
Zamami, Koji
Miyata 他

薬剤部

Characterization of
Immune Checkpoint
Inhibitor-Induced
Myasthenia Gravis Using
the US Food and Drug
Administration Adverse
Event Reporting System

J Clin Pharmacol. 2023
Apr;63(4):473-479

Kenta Yagi,
Akinori Maruo,
Shunsuke Ishida
他

総合臨床研究センター

Effects of vonoprazan and
proton pump inhibitors on
the efficacy of
bevacizumab: a multicentre
retrospective study

Clin Exp Med. 2023
Oct;23(6):2799-2804.

Rie Ando-
Matsuoka, Kenta
Yagi, Mayu
Takaoka 他

薬剤部

Differential effects of
proton pump inhibitors and
vonoprazan on vascular
endothelial growth factor
expression in cancer cells

Drug Dev Res. 2023
Feb;84(1):75-83.

Ai SAKUMA,
Makoto FUKUI,
Yukio ASO 他

歯科衛生室

Association between
Motivation Scale Score and
Oral Condition on
Receiving Basic
Periodontal Therapy

J Dent Hlth, 74 (1), 40-51, 2024

Sae Morita,
Yukina Hirata,
Susumu Nishio
他

超音波センター

Correlation between
energy loss index and B-
type natriuretic peptide: a
vector flow mapping study.

J Echocardiogr. 2024
Mar;22(1):25-33. doi:
10.1007/s12574-023-00623-x.
Epub 2023 Sep 14.

Ayuka
Kawakami, Mika
Bando, Tomoe
Takashi 他

アンチエイジング医療セン
ター

Umami taste sensitivity is
associated with food intake
and oral environment in
subjects with diabetes

J Med Invest. 2023;70:241-250

Akiko Hata,
Makoto Funaki 糖尿病対策センター

Long-term impact of
COVID-19 pandemic on
secular changes in
metabolic parameters in
Japanese workers :
Tokushima Cohort Study

J Med Invest. 2024;71(1.2):47-
53.

Tetsuya
Matsuura, Naoto
Suzue, Toshiyuki
Iwame 他

リハビリテーション部

Prevalence of
osteochondritis dissecans
of the capitellum in
elementary school baseball
players based on
ultrasonographic
screening: a 15-year
overview in Tokushima,
Japan

JSES Int. 2024 Feb 14;8(3):661-
666

Hiroyasu Mori,
Satoshi
Taniguchi, Yu
Tamaki 他

アンチエイジング医療セン
ター

Telenutrition Education Is
Effective for Glycemic
Management in People
with Type 2 Diabetes
Mellitus: A Non-Inferiority
Randomized Controlled
Trial in Japan

Nutrients. 2024 Jan;16:268
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Mami Sato-
Fukuba, Rieko
Arakaki, Aya
Ushio 他

口腔内科

CD4+ T-cell-dependent
differentiation of CD23+
follicular B cells
contributes to the
pulmonary pathology in a
primary Sjögren's
syndrome mouse model

Front Immunol. 2023 Jul
5:14:1217492. doi: 10.3389

Angiogenesis inhibitor-
specific hypertension
increases the risk of
developing aortic
dissection

Biomed Pharmacother. 2023
Nov;167:115504.

Naoto Okada,
Hirofumi
Hamano, Kenta
Yagi 他

薬剤部

Effect of pre-treatment
with EGFR-TKIs on
immune checkpoint
inhibitor-associated
interstitial lung disease in
lung cancer patients:
Analysis using a Japanese
claims database

Int J Clin Pharmacol Ther. 2024
Feb;62(2):69-76.

Kaito Tsujinaka,
Yuki Izawa-
Ishizawa, Koji
Miyata 他

薬剤部

Naoto Okada,
Takahiro
Niimura,
Atsuyuki Saisyo
他

薬剤部

Pharmacovigilance Study
on Eosinophilic Pneumonia
Induced by Anti-MRSA
Agents: Analysis Based on
the FDA Adverse Event
Reporting System

Open Forum Infect Dis. 2023
Aug 2;10(8):ofad414.

Toshihiko
Yoshioka,
Mitsuhiro Goda,
Masaya Kanda
他

薬剤部

Valproic acid treatment
attenuates cisplatin-
induced kidney injury by
suppressing proximal
tubular cell damage

Clin Transl Sci. 2023
Nov;16(11):2369-2381

Takahiro
Niimura,
Mitsuhiro Goda,
Koji Miyata 他

薬剤部

Evaluation of
cardiovascular toxicity of
the atezolizumab and
bevacizumab combination

Front. Drug. Saf. Regul.
3:1213771.August 2023

Takashi Bando,
Masayuki
Chuma, Hirofumi
Hamano 他

薬剤部

Concomitant Use of
Multiple Nephrotoxins
including Renal
Hypoperfusion Medications
Causes Vancomycin-
Associated Nephrotoxicity:
Combined Retrospective
Analyses of Two Real-
World Databases

Acta Med Okayama. 2023
Dec;77(6):595-605

Takahiro
Niimura, Koji
Miyata, Hirofumi
Hamano 他

薬剤部

Cardiovascular Toxicities
Associated with Anaplastic
Lymphoma Kinase
Inhibitors: A
Disproportionality Analysis
of the WHO
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Database (VigiBase)

Drug Saf. 2023 Jun;46(6):545-
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Satoshi Doi,
Nobuto
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Yoshimi
Kawahara 他

Critical Care Medicine .2024 Jun
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Function of Critically Ill
Adults Trial: A
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
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(注) 1

2

Takumi
Kakimoto,
Masato
Hosokawa,
Mayuko
Ichimura-Shimizu
他

病理部

Accumulation of α-
synuclein in hepatocytes in
nonalcoholic
steatohepatitis and its
usefulness in pathological
diagnosis

Pathol Res Pract. 2023
Jul:247:154525.

該当なし

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先
が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能
病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

1.委員会規則（組織、申請手続き、審議、有害事象、実施状況報告、終了報告など会議等委員 

会運営に必要な事項）、2.生命科学・医学系研究実施に係る標準業務について、3.生命科学・ 

医学系研究に関連する重篤な有害事象対応について、4.研究者主導臨床研究でのモニタリング 

又は監査の受入れについて、5.他の研究機関への既存試料・情報提供について 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

利益相反管理規程（管理の概要、手続き及び方法、勧告及び監査） 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年１２回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年３回 

 ・研修の主な内容 

外部のｅ－ラーニング（CREDITS）で年１回の受講を必須としている。別途、臨床研究の倫

理 

に関する話題も含めたセミナーについては、今後も年１～２回、またはそれ以上実施すること 

とし、令和５年度は１回実施している。 

別途、各科のクリニカルリサーチマネージャーを対象とした会議を不定期に実施しており、 

令和５年度は倫理に関する情報共有を１回実施している。 



(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

（医師） 

希望する診療領域に応じて卒後３～６年を目処に基本領域の専門医を取得した後、高度先進医

療・先端医療を担うべくサブスペシャルティ領域の専門医取得を目指す。また、本人の希望によ

り、並行して社会人大学院に在籍して医学博士号の取得や、臨床技術研鑽及び研究のための他施

設（国内外）での研修も可能である。 

 

（歯科医師） 

希望する診療領域に応じて専門医、認定医を取得し、多様化する全身疾患に対応し得るよう、

より高度で専門的な歯科治療に関する知識・技術等を身につけ、医療人として高い倫理観をも 

ち、有能かつ誠実で信頼される歯科医師の養成を目指す。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         １５８人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

和泉唯信 内科 教授 ２９年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

佐田政隆 内科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

西岡安彦 内科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

高山哲治 内科 教授 ３８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

脇野 修 内科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

松岡賢市 内科 教授 ２５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

佐田政隆 循環器内科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

和泉唯信 脳神経内科 教授 ２９年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

高山哲治 消化器内科 教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

脇野 修 腎臓内科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

遠藤逸朗 内分泌・代謝内

科 

教授 ３２年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

松岡賢市 血液内科 教授 ２５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

西岡安彦 呼吸器・膠原病内 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任



科 者 

秦 広樹 外科 教授 ２７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

島田光生 外科 教授 ４０年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

滝沢宏光 外科 教授 ２８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

島田光生 消化器・移植外

科 

教授 ４０年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

滝沢宏光 呼吸器外科 教授 ２８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

後藤正和 食道・乳腺甲状腺外

科 

講師 ２０年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

石橋広樹 小児外科 病院教授 ３５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

秦 広樹 心臓血管外科 教授 ２７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

古川順也 泌尿器科 教授 ２４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

西良浩一 整形外科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

髙木康志 脳神経外科 教授 ３１年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

久保宜明 皮膚科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

三田村佳典 眼科 教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

北村嘉章 耳鼻咽喉科・頭頸

部外科 

教授 ２５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

原田雅史 放射線科 教授 ３８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

岩佐 武 産科婦人科 教授 ２２年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

沼田周助 精神科神経科 教授 ２３年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

漆原真樹 小児科 教授 ２９年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

田中克哉 麻酔科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

橋本一郎 形成外科・美容外

科 

教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

大藤 純 救急集中治療科 教授 ２７年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

上原久典 病理診断科 教授 ３４年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

八木秀介 総合診療部 教授 ２６年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

松浦哲也 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 教授 ３１年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 



保坂啓一 歯科 教授 ３２年 診療科長 

田中栄二 矯正歯科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

岩﨑智憲 小児歯科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

栗尾奈愛 歯科口腔外科 講師 ２１年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

湯本浩通 総合歯科診療部 教授 ３２年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

保坂啓一 むし歯科 教授 ３５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

湯本浩通 歯周病科 教授 ３２年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

青田桂子 口腔内科 病院教授 ２７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

永尾 寛 そしゃく科 病院教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

松香芳三 かみあわせ補綴科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

前田直樹 歯科放射線科 講師 ３５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

川人伸次 歯科麻酔科 教授 ３３年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

友竹偉則 口腔ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄｾﾝﾀｰ 病院教授 ３１年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任

者 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容  

 ・研修の期間・実施回数  

 ・研修の参加人数   

１）看護師特定行為研修（指定研修機関） 

 ・研修の主な内容：特定行為研修を行う場合に必要とされる実践的な理解力、思考力及び判断 

力並びに高度かつ専門的な知識及び技能を有する特定看護師を育成するために、共通して学 

ぶ「共通科目」と特定行為区分ごとに学ぶ「区分別科目」に分かれて、講義、演習、実習を 

行う。 

 ・研修期間：令和５年４月～令和６年３月 

 ・研修の参加人数：  

術中麻酔管理領域パッケージ（８行為）１名、 

栄養及び水分に係る薬剤投与関連（２行為）、血糖コントロールに係る薬剤投与関連（１行

為）、腹腔ドレーン管理関連（１行為）、栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中心静脈

注射用カテーテル管理）関連（１行為）全５行為１名、計２名が全１３行為の研修を修了。 

 

２）院内認定コース 

 ・研修の主な内容：ミドルレベル看護師を対象に、専門的領域のスキルアップを目指して年間 

を通じたコース研修を開講（全５コース：①リスク管理、②糖尿病、③集中ケア、④ＣＲ 

Ｃ、⑤手術看護） 

 ・研修の期間・実施回数：令和５年６月～令和６年２月。各コース１８～３４回（全１３３ 

回）の研修を開催 

 ・研修の参加人数：延べ３５６名が参加。１３名がコース研修修了し、病院長より「院内認定 

看護師」の認定を受ける。 

 

３）院内認定フォローアップ研修 

 ・研修の期間・実施回数：院内認定コース修了者を対象にフォローアップ研修（全１５コー 

ス、上記５コースに加え⑥がん化学療法看護、⑦緩和ケア、⑧乳がん看護、⑨がん放射線 



療法看護、⑩感染管理、⑪褥瘡看護、⑫摂食嚥下障害看護、⑬脳卒中リハビリテーション看 

護、⑭認知症看護、⑮エキスパート助産師）を年１回以上開催。研修回数は全３３回 

 ・研修の参加人数：延べ１７６名 

 

４）医療専門職部門キャリア形成支援研修会 

 ・研修の期間・実施回数：令和５年４月～令和６年３月 ・ １２回 

・研修の参加人数：３２８人 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

１）退院支援看護師養成コース 

 ・研修の主な内容：入院時から退院支援を円滑に実施できる看護師を養成するためのコース研

修を開催 

 ・研修の期間・実施回数：令和５年７月～令和６年１月 研修回数は１８回 

 ・研修の参加人数：延べ９７名。３名がコース研修を修了し、病院長より「退院支援看護師」

の認定を受ける。 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

１）看護師特定行為研修（指定研修機関） 

・研修期間：令和５年４月～令和６年３月 

・研修の参加人数：徳島県内の急性期病院３施設（徳島県鳴門病院、阿南医療センター、田岡

病院）より全７名の看護師を受け入れ、６名が術中麻酔管理領域パッケージ、救急領域パッ

ケージをはじめとする全２１行為の研修を修了（１名は令和６年度も継続受講中）。 

２）徳島大学病院心・血管エコー検査修得プログラム研修 

・研修の主な内容：認定超音波検査士の取得に必要な基礎から臨床までの幅広い知識を学習 



するため、あわせて医療現場ですぐに役立つエコー検査の技術習得のための研修を受け入れ 

ている。 

・研修の期間・実施回数：令和５年４月１日～令和６年３月３１日 ・１年間 

・研修の参加人数：１人（臨床検査技師） 

３）医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床検査技師、診療放射線技師、理学療法士、 

歯科衛生士等の免許を有する者を徳島大学病院の当該部署において研修させる。 

 ・研修の期間・実施回数（延べ日数）・研修の参加人数 

   （医師）令和５年４月～令和５年９月 ・１２日 ・１名 

   （看護師）令和５年１０月～令和６年２月 ・３日 ・２名 

   （診療放射線技師）令和５年４月～令和６年３月 ・７８日 ・４名 

   （臨床検査技師）令和５年４月～令和６年３月 ・３００日 ・９名 

   （歯科衛生士）令和５年４月～令和６年３月 ・１２日 ・３名 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 香美 祥二 

  管理担当者氏名 総務課長       兒玉 実和 
経理調達課長     原井 由美 
医事課長       立山 あけみ 
薬剤部長       石澤 啓介 
看護部長       上田 美香 
医療技術部長     中尾 隆之 
病院情報センター部長 若田 好史 
手術部長       髙木 康志 
放射線部長      原田 雅史 
ＭＥ管理センター長  大藤 純 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 文書ファイル又は電子
媒体で保管 
※診療録の病院外持ち
出しは認めていない 

各科診療日誌 各診療科（部） 
処方せん 病院情報システム 
手術記録 病院情報システム 
看護記録 病院情報システム 
検査所見記録 病院情報システム 
エックス線写真 病院情報システム 
紹介状 病院情報システム 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病院情報システム 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 文書ファイルで保管 
高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課 
 

文書ファイルで保管 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医事課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医事課 
 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医事課 
文書ファイルで保管 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医事課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 
医事課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 
医事課 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

ＭＥ管理センター 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

ＭＥ管理センター 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

ＭＥ管理センター 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

ＭＥ管理センター 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医事課 文書ファイルで保管 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医事課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医事課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医事課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 
医事課 

職員研修の実施状況 医事課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 
医事課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方
法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長　 兒玉　実和

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧責任者氏名 　事務部長 　脇元　直彦

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要

　　閲覧請求を申請する者は、事前に担当部署に申請を行う。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・総務課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
徳島大学病院（以下「本院」という。）の患者に対する使命は、患者の権利

を尊重し、安全で質の高い医療（最先端医療を含む）を提供することにある。
 そのためには医療従事者の不断の努力が必要であるが、病院全体としても組
織的に取り組み推進することが不可欠である。 
 特に安全な医療の提供に関して、患者が安心して医療を受けることができる
環境を整えるよう本院全体で取り組むこととし、そのために必要な指針を次の
とおり定める。 
 

１ 用語の定義 
２ 安全管理に関する基本的考え方 
３ 医療に係る安全管理のための取組に関する基本的事項 
４ 医療に係る安全管理等のための職員研修に関する基本方針 
５ 医療上の事故等の報告に関する基本方針 
６ 医療上の事故等発生時の対応に関する基本方針 
７ 患者等からの相談及び苦情等への対応に関する基本方針 
８ 医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 

  ９ その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年１２回 
・ 活動の主な内容： 
リスクマネジメント委員会（毎月原則１回） 
１ 医療上の事故等防止のための安全管理の方策に関すること。 
２ 医療上の事故等発生時の対応に関すること。 
３ 高難度新規医療技術、未承認新規医薬品、未承認新規医療 
機器を用いた医療の提供に関すること。 

４ 医薬品及び医療機器の安全使用に関すること。 
５ その他医療上の事故等に関すること。 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年５回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
令和５年度 
第１回安全管理研修会「患者誤認 －何故生じるか？何が問題か？－」 
第２回安全管理研修会「人工呼吸器の安全管理」 
第３回安全管理研修会 ｢くすりのリスク～インシデント事例から考える～」 
第４回安全管理研修会「院内転倒の知識と対策」 
第５回安全管理研修会「子ども虐待対応における医療機関の役割」 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 



 
 
 

 
事故報告等の報告に関しては、「徳島大学病院インシデント等発生時の報告

に関する取扱要項」を定め、「インシデント報告システム」により報告される
。報告されたインシデントは、リスクマネージャーからの報告や安全管理部リ
スクマネジメント部門員による現場確認及び当事者等の事情聴取により確認さ
れ、安全管理部リスクマネジメント部門会議（分析）において、インシデント
報告書に基づき改善策を検討する。次に、リスクマネジメント部門会議（分析
）での改善策をリスクマネジメント部門会議（全体）で検討する。さらに、こ
れらの改善策をリスクマネジメント委員会で審議した上、リスクマネージャー
連絡会でフィードバックする。 
次のステップとして、実施された改善策のうち、実施状況を把握する必要が

あると認められるインシデントについては、リスクマネジメント部門会議（評
価）で評価し、改善策を検討する。上記と同様に、リスクマネジメント部門会
議（評価）での改善策をリスクマネジメント部門会議（全体）で検討する。次
に、これらの実施された改善策をリスクマネジメント委員会で審議した上、リ
スクマネージャー連絡会で再度フィードバックする。さらに、実施状況を把握
する必要があると認められるインシデントについては、リスクマネジメント部
門会議（評価）からリスクマネージャー連絡会でのフィードバックを繰り返し
行う。（PDCA手法を取り入れている。） 
分析方法については、インシデント報告された報告事例（一月約300件程度

）を職種の違う担当者が分担して１件１件内容を確認し、インシデントへの意
見等を出し合う。その中で、インシデントが警鐘的な事例や、インシデントが
他部署にわたる事例など、また、全国的に頻発している事例などを選び、１～
２事例、SHELL分析にて毎月分析をしている。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

徳島大学病院（以下「本院」という。）の患者に対する使命は、患者の権利を 
尊重し、安全で質の高い医療(最先端医療を含む)を提供することにある。そのた 
めには医療従事者の不断の努力が必要であるが、病院全体としても組織的に取り 
組み推進することが不可欠である。 
特に安全な医療の提供に関して、患者が安心して医療を受けることができる 

環境を整えるよう本院全体で取り組むこととし、そのために必要な指針を次の 
とおり定める。 

 
１ 用語の定義 
２ 安全管理に関する基本的考え方 
３ 医療に係る安全管理のための取組に関する基本的事項 
４ 医療に係る安全管理等のための職員研修に関する基本方針 
５ 医療上の事故等の報告に関する基本方針 
６ 医療上の事故等発生時の対応に関する基本方針 
７ 患者等からの相談及び苦情等への対応に関する基本方針 
８ 医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
９ その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 
※「医療に係る安全管理のための指針」及び「院内感染対策のための指針」として、 
「徳島大学病院における医療に係る安全管理のための指針」を定めており、本指針に 
おいて「安全管理等」の「等」に院内感染予防を含むと定義している。 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

１ 院内感染の予防及び対策に関すること。 
２ 院内感染防止の実施，監視及び指導に関すること。 
３ 院内感染発生時の措置に関すること。 
４ 職員の院内感染の教育に関すること。 
５ 感染制御部の運営に関すること。 
６ その他院内感染に関すること。 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年２回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

令和５年度 
第１回 ・COVID-19における感染対策とサル痘について 

・COVID-19治療薬とAMR対策アクションプランに基づいた抗菌薬の 
適正使用について 

第２回 ・標準予防策 
・注意すべきウイルス感染症 
・薬剤耐性菌と抗菌薬適正使用 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 



 
 
 

 
１ 毎週１回、ICTラウンドを計画的に実施、改善点を部署にフィードバックし、 

更にICNラウンドで確認している。 
２ 抗MRSA薬、カルバペネム系抗菌薬について届出制を実施し、適正使用について 

毎週検討している。 
３ HIVチームカンファレンスを実施し、２ケ月に１回開催しているHIV/エイズ 

小委員会で院内のHIV症例の事例検討や検査結果の報告をしている。 
４ 職業感染対策として、全職員の抗体の有無を把握している。針刺し等防止対策 

としては、曝露者の面接をすべての事例で行い、改善策をフィードバックしている。 
５ ICUでのBSIサーベイランス、食道手術のSSIサーベイランスを実施している。 
６ 教育体制として、①感染対策研修会、②研修医研修、③看護師研修 

（新人、２年目）、④感染管理院内認定コース、⑤育休復帰者研修、 
⑥看護補助者研修、⑦メディカルクラーク研修、⑧清掃担当者研修に分けて計画している

。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年３回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

○当院における医薬品安全管理体制について 

    ・医薬品安全管理責任者の配置 

    ・医薬品安全管理業務手順書 

    ・医薬品安全使用のための職員研修 

    ・未承認等の医薬品に関わる体制 

   ○処方、医薬品管理の注意点について 

    ・類似名称、外観類似医薬品の取り違い注意 

    ・麻薬、覚醒剤原料、向精神薬、毒薬、特定生物由来製品等の管理方法 

    ・ハイリスク薬について 

   ○医薬品安全性情報（緊急安全性情報、安全性速報）について 

   ○副作用報告制度について 

○インシデント事例、要因、対策について 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

与薬や薬剤管理など医薬品に係る業務の実施状況を確認し、結果をフィードバック 

して改善に向けて取り組んでいる。 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 
【医薬品】トフェルセン（tofersen）注射剤 100mg/15mL 

【使用区分】国内未承認薬 

【対象疾患】筋萎縮性側索硬化症（SOD1遺伝子変異による遺伝性筋萎縮性側索硬化症） 

【医薬品の概要】 

本剤はバイオジェン社により開発されたアンチセンスオリゴヌクレオチドであり、 

SOD1mRNAに結合し、SOD1タンパク質の生成を抑制する。2023年4月に米国FDAより迅速 

承認がなされ、米国では既に治療に使用されている。 

【使用方法】トフェルセン100mgを髄腔内投与 

初回～3回目投与までは2週間に1回、4回目投与以降は4週間に1回 

【有害事象の把握方法】 

問診・神経学的診察、バイタルサインの測定に加え、臨床試験（VALOR試験）の項目 

に準じて、 

・血液検査（血算、血液生化学、凝固検査）、尿検査、髄液検査を各回薬剤投与前に 



 
 
 

 
実施する。 

・ALS機能評価スケール改訂版（ALSFRS-R: The revised ALS Functional Rating 

 Scale）を各回薬剤投与の受診時に記載し評価する。 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
  全病棟に薬剤師を配置し、持参薬を含めた医薬品の管理体制を構築している。 
 

院内で発生した副作用やインシデント内容を週１回の薬剤部カンファレンスで 
薬剤部職員に周知している。 

   
医薬品を適応外使用する場合の院内規定を設けている。院内の適応外使用の状況を 

把握し、医薬品安全管理責任者から安全管理部・リスクマネジメント委員会への報告、 
必要性等の確認、情報共有及び診療科長等を介した必要な指導等を行う体制を構築し 
ている。 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年５０回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
（１）新しい医療機器の導入時の研修について 
 
   ・使用した経験のない新しい医療機器を導入する際には、当該医療機器を使用する 

予定の医療従事者に対する研修会を実施し、その記録を保存している。 
 
   ・令和5年度における新しい医療機器を導入する際に開催した研修会は、医療機器 

7機種に対して、計22回（参加人数：171名）実施した。 
 
（２）特定機能病院における医療機器研修（院内研修会）について 
 
   ・特定機能病院として、特に安全使用に際しての技術の習熟が必要と考えられる医療機器に

ついては、研修会を実施し、その記録を保存している。 
 
   ・令和5年度新規採用者オリエンテーション（対象：医師、看護師）にて、医療機器（輸液ポ

ンプ・シリンジポンプ）の研修会（開催回数：2回、参加人数：51名）を実施し、正しい操
作方法を身に付け、インシデントを予防するためのポイントを学ぶことを目的に実技研修
も取り入れている。 

 
   ・各病棟（東病棟、西病棟、中央診療棟）、外来などの各部署から個別依頼された医療機器

の研修会は不定期（要望依頼時）に実施している。令和5年度は12回開催し、112名に機器
の概要と適切な使用方法について説明している。 

 
   ・令和5年度に実施した特定保守管理装置の研修は人工呼吸器（ネーザルハイフロー等含

む）、除細動装置、補助循環装置（ECMO、IABP）血液浄化療法に関して計6回（参加人数：
69名）実施した。医療機器の研修会については、臨床工学技士または医療機器製造販売メ
ーカー担当者が医療機器の正しい操作方法、またはトラブルシューティングなどについて
説明している。 

   ・医療機器安全研修会においては、人工呼吸器の安全管理に関して開催し、118名が参加して
いる。 

 
（３）特定機能病院における医療機器研修（院外研修会）について 
   ・令和5年度における医療機器の研修（対象：臨床工学技士）では、院外研修会（開催方法：

WEB研修会、eラーニング）は計7回（参加72名）であった。 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

主な医療機器（①人工心肺装置及び補助循環装置、②人工呼吸器、③血液浄化装置、④除
細動装置、⑤閉鎖式保育器、⑥Ｘ線ＣＴ装置、⑦診療用高エネルギー放射線発生装置、⑧診
療用放射線照射装置、⑨ＭＲＩ装置等）の保守点検に関する計画の策定及び保守点検を実施
している。 

    具体的には、医療機器製造販売メーカーの指定期間（使用年数または使用時間）により、
プリベンティブメンテナンスや機器のオーバー・ホールを各メーカーへ依頼し、実施してい
る。 

 



 
 
 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

使用事例なし 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

・医療機器の添付文書及び独立行政法人医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）の 
医療機器安全性情報サービスに登録し、情報を収集している。また、直接、医療 
機器製造販売メーカーから不具合情報や安全情報を得ている。収集した医療機器 
に関連した不具合情報や安全情報、情報の性質や内容により異なるが、使用者 
（医療従事者）や内容が特定の部署に限定される場合には個別に必要部署のみに 
周知し、多くのスタッフが知る必要がある場合には、安全管理部等を通じて院内 
に周知している。 
 

   ・医療機関において安心・安全に電波を利用するための手引き（2021年7月30日 
改訂、電波環境協議会、総務省）を参考にして、令和3年12月より、各病棟等に 
て使用されている医用テレメータ（ベッドサイドモニター、送信機）のチャンネ 
ル管理及びゾーン管理ができる医療機器保守管理システムを新たに導入し、運用 
を開始している。 
また、当センターのスタッフが院内の電波コーディネータとして医用電波管理 

に携わっている。 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
平成２８年９月に「徳島大学病院における医療に関する安全管理規則」の改正を行い、平成２８

年１０月１日から医療安全管理責任者を配置し、医療安全管理担当の副病院長をもって充てている
。 
また、同規則にて、医療安全管理責任者が安全管理部、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全

管理責任者を統括する規定を定めている。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ ７名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

緊急安全性情報・安全性速報等の医薬品情報を収集および整理し、医療スタッフへ情報提供する体
制を整えている。 
 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

薬剤部内に医薬品の安全管理を担う担当者（薬剤部安全管理担当者）を定めるとともに、未承認等
の医薬品に関する使用状況の把握、必要性等の確認、情報の共有および診療科長等を介した必要な指
導等を行う体制を整えている。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属： 薬剤部 、職種 薬剤師 ）  

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容：平成２８年９月に「徳島大学病院における医療に関する安全管理規則」の改正を行い、平成２

８年  

１０月１日からインフォームドコンセント責任者を置き、インフォームドコンセントガイドライ

ン 

の管理・周知徹底、適切な実施及び指導等の業務を行う規定を定めた。  

インフォームドコンセントガイドラインの主な内容  

１ 目的  

２ 対象  

３ 説明して同意を得る手順  

・誰が説明し、誰が立ち会うのか  



 
 
 

 
・どこで行うのか  

・記録と保管  

・説明と同意 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療録等の管理に関する責任者の選任にあたっては、徳島大学病院診療録管理規則に 
より、本院の医療支援センター長を診療録管理責任者として充てている。 
診療録管理責任者は、診療録の記載内容を確認し、診療録の適切な管理を行うものと 

している。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（ ４ ）名、専任（ １ ）名、兼任（ ８ ）名 

 うち医師：専従（ １ ）名、専任（ ２ ）名、兼任（ ０ ）名 

 うち薬剤師：専従（ １ ）名、専任（ ０ ）名、兼任（ ０ ）名 

 うち看護師：専従（ ２ ）名、専任（ ０ ）名、兼任（ ０ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

 

・活動の主な内容： 

（１）本院において発生した医療上の事故等の原因究明、調査、分析及び対策の 

検討並びに当該医療上の事故等の再発防止に関すること。  

（２）事故等に関する診療録及び看護記録等への記載が正確かつ十分になされて 

いることの確認及び指導に関すること。 

(３) 患者及び家族への説明等事故発生時の対応状況についての確認及び指導に 

関すること。 

(４) 医療上の事故等の防止に関する教育及び研修の企画及び実施に関すること。 

(５) 医療上の事故等の防止に関する情報の収集及び提供に関すること。 

(６) 医療上の事故防止安全対策マニュアルの改訂に関すること。 

(７) インシデント報告の管理に関すること。 

(８) リスクマネジメント委員会で用いられる資料及び議事要録の作成及び保存、 

その他リスクマネジメント委員会の庶務に関すること。 

(９) 医療安全に係る連絡調整に関すること。 

(10) 医薬品の安全使用に係る連絡調整に関すること。 

(11) 医療機器の安全使用に係る連絡調整に関すること。 

 

・平時からのモニタリングの具体例： 

安全管理部看護師が質問内容を検討した上で、「安全確保状況報告書」として 

各所属から 1人ずつ選出されたリスクマネージャーに回答を依頼し、集計結果を 

リスクマネージャー連絡会にてフィードバックしている。 

また、リスクマネジメント部門（分析会議）にて検討した対策についての対応 

状況についても、併せて回答を依頼している。 

 

 



 
 
 

 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（１１件）、及び許可件数（１０件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・

無 ） 

・活動の主な内容： 

①高難度新規医療技術又は未承認新規医療機器を用いた医療の提供についての審査に関すること。 

②高難度新規医療技術等を用いた医療実施後の症例報告の検証に関すること。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（１３件）、及び許可件数（１２件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

①未承認新規医薬品を用いた医療の提供についての審査に関すること。 

②未承認新規医薬品を用いた医療の提供後の報告に関すること。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年２３４件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった



 
 
 

 

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年５５件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

全死亡事例を管理者へ報告しており、予期せぬものであったか、蘇生処置などの家族への説明、

Ai/病理解剖の有無など、特記すべき事項について情報共有を行っている。また、重大と考えられる

事例については症例検討を個別に行い、必要があれば管理者の判断のもと、医療事故調査・支援セ

ンターへ報告し、院内事故調査委員会を立ち上げる。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：滋賀医科大学医学部附属病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ 

（ 有（病院名：山梨大学医学部附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

①医療安全 

患者支援センターについて、対話推進者等の体制を整えることで業務改善が図られる 

のでご検討いただきたい。 

②高難度 

安全管理部メンバーがオブザーバーとして同席しているが、多職種での視点から 

評価を行う視点を考慮し、看護師を委員にすることをご検討いただきたい。 

申請するか否かの判断は診療科だけに任されているため、何らかのチェック体制 

があると望ましい。 

承認後の報告件数は症例によって変更しているが、遅延性の合併症等も考慮し、 

３か月や半年時点での報告の必要性について検討願いたい。また、実施症例が 

適切に実施されているかを確認する必要があるため、カルテ記載を定期的に確 

認する仕組みをご検討いただきたい。 

 

【対応】 

①患者支援センターの職員が、日本医療メディエーター協会が実施する研修を受 

講し、院内医療メディエーターとしての専門性や倫理性について学んでいる。 

②令和６年度より、看護師を委員に加えている。また、申請が必要かどうか判断が 

つかない事項等については、事前に安全管理部へ問合せを行うよう周知している。 

報告方法については、所定の様式・リスト形式及び参考資料等を用いて行うこと 

とし、報告期日については、プロクターが外れるまでは施行時、プロクターが外れ 

てからは１年毎にまとめて報告することとしている。また、有害事象発生時は都度 

報告することとしている。 

カルテ記載を定期的に確認する仕組みは構築していないが、報告書の内容に疑義 

が生じた際は適宜カルテを確認することとしている。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 



 
 
 

 

・体制の確保状況 

院内の患者相談は全て患者支援センターを窓口としており、患者から分かりやすい場所に立地し

ている。当該センターで受け付けた安全管理に係る相談は、その内容に応じて、医療安全管理部門

など適切な専門の担当部署に振り分け、患者支援センターの相談員と協働して相談に対応する。ま

た、患者相談の内容と対応状況は、患者支援センター内の会議（実務者会議）で報告され、必要と

判断された場合は病院長へ報告するものとしている。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

現在行われている医療に係る安全管理及び医薬品等の安全使用のための研修において、必ず実施す

べき研修項目を追加する。また、e-learningを活用したテスト等により、学習効果測定を実施す

る。 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

毎年、安全管理研修会を院内において実施し、管理者をはじめ、医療安全管理責任者、医薬品安

全管理責任者及び医療機器安全責任者が必ず受講している。 

また、令和５年度は管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全責任

者がそれぞれ日本医療機能評価機構主催の特定機能病院管理者研修に参加した。 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

・ISO9001 

   一般社団法人日本能率協会審査登録センター 

   登録日：2002年 12 月 18日 

   登録有効期限：2026年 12月 17日 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

公表すべき事項は該当なし 



 
 
 

 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

業務手順の見直し及び周知 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

  徳島大学病院長選考規則により、病院長は以下の要件を満たす者とされて

いる。 

  (1)医師法（昭和23年法律第201号）に基づき医師免許証を交付された医師

である者 

  (2)医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者 

  (3)病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者 

  なお、具体的事項は、徳島大学病院長選考委員会が策定した選考基準案に 

基づき、大学役員会の議を経て選考基準を決定し、公表する。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

Web上にて公表 

 

 

 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

  徳島大学病院運営会議規則により、本院の管理運営に関する以下の事項を審議する。 

  (1)本院の運営方針に関すること (2)中期目標・中期計画等に関すること 

  (3)予算及び決算に関すること  (4)その他本院の管理運営に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

審議の概要は、診療科連絡会において全部署のスタッフに周知が図られる。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

  Web上にて公表 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 
 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

香美 祥二    ○ 医師 病院長 

原田 雅史  医師 副病院長（総務担当） 

西良 浩一  医師 副病院長（診療担当） 

湯本 浩通  歯科医師 副病院長（歯科担当） 

髙木 康志  医師 副病院長 

（医療安全管理担当） 

上田 美香  看護師 副病院長（看護担当） 

脇野  修   医師 病院長補佐（教育・研

修・地域連携担当） 

大藤  純  医師 病院長補佐 

（救急・災害担当） 

川人 伸次  医師 病院長補佐 

（医歯連携担当） 

三田村 佳典  医師 病院長補佐（ダイバー

シティ・環境担当） 

滝沢 宏光  医師 病院長補佐（研修・キ

ャリア支援担当） 

髙山 哲治  医師 病院長補佐 

（経営企画担当） 

中尾 隆之  技師 病院長補佐 

（医療支援担当） 

近藤  武  外部有識者 病院長補佐 

（経営担当） 



 
 
 

 
脇元 直彦  事務 病院長補佐 

（事務担当） 

松浦 哲也  医師 リハビリテーション

部 

上原 久典  医師 病理診断科 

坂東 良美  医師 病理診断科 

徳永 卓哉  医師 地域外科診療部 

酒井 陽子  医師 麻酔科診療部 

早渕 康信  医師 地域小児科診療部 

酒井 紀典  医師 高度先進整形外科 

診療部 

佐田 政隆  医師 内科（循環器内科） 

西岡 安彦  医師 内科（呼吸器・膠原病

内科） 

遠藤 逸朗  医師 内科（内分泌・代謝内

科） 

松岡 賢市  医師 内科（血液内科） 

和泉 唯信  医師 内科（脳神経内科） 

秦 広樹  医師 外科（心臓血管外科） 

後藤 正和  医師 外科（食道・乳腺甲状

腺外科） 

古川 順也  医師 外科（泌尿器科） 

島田 光生  医師 外科（消化器・移植外

科） 

石橋 広樹  医師 外科（小児外科・小児

内視鏡外科） 

北村 嘉章  医師 感覚・皮膚・運動機能

科（耳鼻咽喉科・頭頸

部外科） 

久保 宜明  医師 感覚・皮膚・運動機能

科（皮膚科） 

橋本 一郎  医師 感覚・皮膚・運動機能

科（形成外科） 

田中 克哉  医師 脳・神経・精神科 

（麻酔科） 

沼田 周助  医師 脳・神経・精神科 

（精神科神経科） 

漆原 真樹  医師 小児・周産・女性科 

（小児科） 

岩佐  武  医師 小児・周産・女性科 

（産科婦人科） 

生島 仁史  医師 放射線治療科 

保坂 啓一  歯科医師 歯科（むし歯科） 

永尾  寛  歯科医師 歯科（そしゃく科） 

松香 芳三  歯科医師 歯科（かみあわせ補綴

科） 

前田 直樹  歯科医師 歯科（歯科放射線科） 

田中 栄二  歯科医師 矯正歯科（矯正歯科） 



 
 
 

 
岩﨑 智憲  歯科医師 小児歯科（小児歯科） 

青田 桂子  
歯科医師 

歯科口腔外科（口腔内

科） 

栗尾 奈愛  
歯科医師 

歯科口腔外科（口腔外

科） 

池本 哲也  医師 安全管理部 

東 桃代  医師 感染制御部 

加地 剛  医師 周産母子センター 

若田 好史  医師 病院情報センター 

三木 浩和  医師 輸血・細胞治療部 

石澤 啓介  薬剤師 薬剤部長 

阪上 浩  医師 栄養部長 

髙橋  章  医師 予防環境栄養学 

森  健治  医師 子どもの保健・看護学 

片岡 宏介  歯科医師 口腔保健福祉学 

松久 宗英  
医師 

糖尿病臨床・研究開発

センター 

八木 秀介  医師 総合診療部 

北村 直也  歯科医師 総合歯科診療部 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 

 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 ・ 公表の方法 

Web上にて公表 

 

 ・ 規程の主な内容 

（徳島大学病院規則） 

    ・病院長は、本院の業務を統轄し、職員を監督するとともに、教育研究、診療及び経営に 

従事し、かつ、管理運営をつかさどる。 

    ・病院長は、本院を代表し、その責任者となる。 

 

（徳島大学病院の院内組織に関する内規） 

    ・各診療科に診療科長及び副診療科長を置く。 

    ・診療科長は、当該診療科を担当する教授、准教授又は講師のうちから病院長が任命する

。 

    ・病院長は、前条の診療科長が次の各号のいずれかに該当する場合は、病院運営会議の議

を経て、診療科長を解任することができる。 

      (1) 心身の故障のため職務の遂行に堪えないと認められるとき。 

           (2) 職務上の義務違反があるとき。 

           (3) その他診療科長たるに適しないと認めるとき。 

 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

・副病院長５名（総務、診療、歯科、医療安全管理、看護） 

   ・副病院長は、病院長の命を受けて、特定の事項を担当する。 

     

   ・病院長補佐９名（教育・研究・地域連携、救急・災害、医歯連携、ダイバーシティ・環境

、研修・キャリア支援、経営企画、医療支援、経営、事務） 

   ・病院長補佐は、病院長の職務を補佐する。 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

管理者向けの研修に参加させている。 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状

況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

次の事項を審議する。 

  1 病院の医療安全に係る業務遂行の状況に対する監査に関すること。 

  2 安全管理状況及び改善状況に関すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：徳島大学、徳島大学病院のホームページにて公表 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

三宅 秀則 徳島市病院局・

病院事業管理

者 

 

○ 

医療に係る安全

管理に関する識

見を有するため 

有・無 １ 

柴谷  亮 柴谷法律事務

所・弁護士 

 法律に関する識

見を有するため 

有・無 １ 

上田伊佐子 徳島文理大学

保健福祉学部・

教授 

 医療安全管理に

ついての知識を

有し、医療等の

内容及び説明並

びに同意文書が

一般的に理解で

きる内容である

か等、医療を受

ける者の立場か

ら意見を述べる

ことができる者

（学識経験を有

する者） 

有・無 ２ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確

保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 

 ・体制の整備状況及び活動内容 

徳島大学監査室において、病院も含めた全学の業務方法書、規則等の整備状況及び実施状況

、 

中期計画に基づく組織及び制度全般の運営状況等について監査を行っている。 

   また、コンプライアンス事案を把握した場合は、「国立大学法人徳島大学におけるコンプラ

イ 

アンスの推進に関する規則」に基づき、調査を行う。なお、本規則に関する事務は、総務部総

務 

課において行う。 

 

 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 公表の方法 

Web上にて公表 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

開設者（学長）が議長を務める徳島大学経営協議会をもって充てることとし、病院長が委員
と 

して出席し、病院の経営に関する事項について審議を行うこととしている。 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年３回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年３回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 

 ・ 公表の方法 

Web上にて公表 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：徳島大学経営協議会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

植田 貴世子 株式会社クラッシー代表取締役  有・無 

梅田 真司 ケーブルテレビ徳島株式会社 

代表取締役社長 

 有・無 

北畑  洋 徳島県病院事業管理者  有・無 

後藤田 正純 徳島県知事  有・無 

長岡  奨 株式会社阿波銀行 

代表取締役会長 

 有・無 

結城 章夫 学校法人富澤学園理事長 

（元国立大学法人山形大学長） 

 有・無 

米田 豊彦 一般社団法人徳島新聞社 

理事会長 

 有・無 

河村 保彦 学長 ○  

河野 文昭 理事（教育担当）・副学長   

松木  均 理事（研究担当）・副学長   

藤本 真路 理事（地域・産官学連携担当）・

副学長 

  

吉野  明 理事（総務・財務・経営改革担当）

・副学長・事務局長 

  

香美 祥二 理事（病院担当）・副学長・病院

長 

  

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

徳島大学のホームページにて周知、院内各部署に通知 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

1）病院ホームページへの掲載 

2）広報誌：①病院概要 

      ②徳大病院だより“いきいきらいふ”年４回発行（5,000部×4回） 

③徳大病院ニュース“SiDE YOU”年２回発行（7,000部×2回） 

3)市民公開講座（徳島大学病院フォーラム）年１回開催 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

・がん診療連携センター 

 都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受け、複数の診療科と県内３ヶ所の地域がん診療連携

拠点病院及び他の様々な医療機関と連携して、県内のがんの診断・治療の向上のみならず、がん

医療の相談支援、情報提供、地域連携及び均てん化を図る中心的な役割を果たしている。 

 本センターは、がん研究・研修部門、がん登録部門、がん診療連携・相談部門、がん診療企画

部門、がん化学療法部門、がん緩和・こころのケア部門、がんゲノム医療部門の７つの部門から

構成されている。医師、看護師、薬剤師、技師、心理士、事務職員がそれぞれ高い志の下に連携

し、最新の診断・治療機器や高度な治療技術を駆使した横断的な医療の実践のみならず、看護、

研究、啓発、情報発信、人材育成まで含めた幅広い分野でがんと闘う組織を整備している。 

 

・医科と歯科の連携 

医科入院患者およびＩＣＵ患者、手術・放射線・化学療法前患者に対して口腔管理センター・

口腔内科が窓口となって口腔ケアを実施している。さらに、特定の診療科（精神科神経科、心臓

血管外科、消化器・移植外科）に特化した口腔ケア体制を構築している。 

 

・耳鼻科と歯科の連携 

摂食・嚥下リハビリテーションを必要とする入院患者に対して、リハビリテーション部医師、

耳鼻咽喉科・頭頸部外科医師、歯科医師、言語聴覚士が連携し、カンファレンスを継続して実施

している。また、診断の際に必要となるＶＥ（嚥下内視鏡検査）の診断について、耳鼻咽喉科・

頭頸部外科と協力して実施している。 

 

・形成外科と矯正歯科の連携 

口蓋裂患者及び顎変形症患者のチーム診療を行うため、カンファレンスを定期的に実施し、口

蓋裂患者、顎変形症患者の口腔外科及び矯正歯科と形成外科・美容外科間の診療ネットワークを

構築している。 

 


